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例 言

ー 本書は、長野県佐久市県道香坂中込線及び市道八風山線改良事業（高速道路関連道路）に伴

う、埋蔵文化財発掘調査の報告書である。
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第 I章発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機
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淡淵・屋敷前・西片ケ上 ・曲尾 I・III遺跡は、香坂川に沿って形成された崖推堆積地形に位置

し、標高は820~900 m内に所在する。

今回、佐久建設事務所・佐久市土木課が行う県道香坂中込線及び市道八風山線改良事業（高速

道路関連道路）に伴い、遺跡の破壊が余儀なくされる事態となり、緊急に記録保存する必要性が

生じた。そこで、淡淵・屋敷前・西片ケ上・曲尾III遺跡については、佐久建設事務所より、曲尾

I遺跡については、佐久市土木課より、佐久市教育委員会に委託をされ、佐久市教育委員会から

委託を受けた佐久埋蔵文化財調査センターか発掘調査を実施する運びとなった。
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第 2節調査日誌

曲尾 III

8月26日（火）

佐久建設事務所・佐久市土木課・佐久市教

育委員会・当センターの 4者で現地にて協議

を行う。

8月27日（水）

機材の搬入・整備、テント設営を行う。

8月28日（木）

当遺跡での基準標高点の設置を行う。

9月1日（月） ~9月6日（土）

調査区の北側より重機による表土削平作業

を行う。

9月8日（月）

遺構プラン検出作業を開始する。第 1地区

において検出された第 1号住居址の掘り下げ

作業を行う。

9月9日（火） ~9月18日（木）

遺構の掘り下げ・実測作業・写真撮影作業

を行う。

9月19日（金）

第2地区、礫群の実測作業、全景写真を撮

影し、曲尾III遺跡の全発掘作業を終了する。

曲尾 I

9月25日（木） ~9月30日（火）

重機による表土削平作業を行う。

10月2日（木）

第 1地区の遺構検出作業を行う。

10月3日（金） ~10月6日（月）

遺構の掘り下げ、実測作業、写真撮影を行

い、曲尾 I遺跡の全発掘作業を終了する。

淡淵

10月17日（金）

重機により、幅約 1m50cmのトレンチを東

西に 2本入れ、遺構の存在を確認する。崖推

堆積のため、溶結凝灰岩の角礫が非常に多く、

遺構の存在はないと思われる。

10月20日（月）

基準標高点を設置する。

10月21日 （火）

全体層序を実測し、すべての作業を終了す

る。

屋敷前

10月17日（金） ~10月24日（金）

重機による表土削平作業を行う。

10月27日 （月） ~10月28日（火）

遺構検出のための精査作業を行い、土坑と

思われる落ち込みを 6基検出する。

10月28日（火） ~10月30日（木）

土坑の掘り下げ・実測作業・写真撮影作業

を行う。

10月31日 （金）

遺跡の全景写真を撮影し、屋敷前遺跡の全

発掘作業を終了する。

西片ヶ上

11月4日（火） ~11月6日 （木）

重機による表土削平作業を行う。
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11月5日（水）

テントの設営と機材の搬入を行う。

11月7日（金）

遺構検出のための精査作業を行う。第 1地

区より住居址 1棟、土坑 2基が、第2地区よ

り土坑 7基、溝状遺構2基が検出された。

11月8日（土） ~11月17日（月）

遺構の掘り下げ作業・実測作業・ 写真撮影

を行う 。

11月18日（火）

最後まで残った、第 1号住居址の炉の実測

作業を行い、全景写真を撮影し、西片ケ上遺

跡の全作業を終了する。

11月19日（水） ～昭和62年 3月20日 （金）

室内において、報告書作成作業を行い、全

遺跡のすべての調査を完了する。

（高村）

第II章遺跡の環境

第 1節 佐久市香坂付近の自然環境（地形と地質）

佐久市香坂地域は、佐久山地の東北端部にあたる山地で、南は関東山地の連続する佐久山塊の

物見山 (1,375.4m)荒船山 (1,356m)に続き、東北部は森泉山 (1,135.9m)八風山 (1,315.2

m) を経て浅間

火山 (2,560m) 

碓氷連山・妙義

山 (1,104m) 

に対しており、

上信国境に位置

している。

この長野・群

馬県界の山地は

妙義荒船佐久高

原国定公園に指

定され風景の変

化・奇岩絶壁に 第 2図 東地部落にある古い石造文化財
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も恵まれ、最近は観光地として注目をあびはじめている。この県界は古くから関西関東の交通の

要衝として峠路の開発が進められ、碓氷峠・入山峠・和美峠・矢川峠・香坂峠・内山峠・星尾峠・

田口峠・余地峠等々数多く数え られ、東山道・中山道の側街道としての要所ともなったものであ

るが、当地区内にある矢川峠・香坂峠は地形・距離・勾配が主要道の裏街道・女街道・姫街道と

しての理由から早くから拓かれ多く利用されていた形跡が道路わきの草に埋れた石碑・道標・峠

頂の展望などからうかがうことができる（東地部落東端の路傍に建つ200年前の経塚、その他、

馬頭観世音・百万返供養塔がそのことを物語っている）。とくに矢川，香坂峠は難路が少なく爪先上

かみさか みさか

りの明るい峠路で距離も近いこと地形上からも最も古く拓かれた神坂峠・御坂峠にあたるとの考

察もある。（坂は古語で峠を表現）ちなみに昭和61年高速道として決定をみた関越自動車道上越線

の計画はこの峠近くを通る予定で歴史は繰返す事実を物語っている。

この県境尾根は南北に続く分水嶺であり、この分水嶺を源とする川には当地域内では霞川・香

坂川・瀬早川・志賀川があり、何れも西流して佐久平に向い佐久市杉ノ木で千曲川に合流してい

る。この香坂峠に発源する香坂川の上流が今回、発掘の淡淵・屋敷前・西片ケ上・曲尾III・曲尾

I遺跡の所在地である。昭和54・55年度佐久市教育委員会によって発掘調査の行われた兵士山遺

跡・五斗代B遺跡の縄文• 平安時代遺跡地もここの東方800mの地点である。

この香坂川上流は浸蝕解折の進まない谷底の広いU字谷で前記のように爪先登りの緩い展望の

ひらけた峠路が香坂東地部落から峠頂まで続いていて河岸段丘もはっきりしたものは未だ発達し

ていない。僅かに谷底部分に崖推堆積物の小平地が一部に認められるだけである。今回の発掘地

点は何れもこの崖推面に立地していた。

香坂川北方の尾

根は西方から平尾

山 (1,155.5m) 

開伽流山 (1,100

m)東地部落真北

(1,228 m)八風

山 (1,315.2m) 

矢川峠 (1,136m 

）と続き、香坂川

河床面では香坂ダ

ム (823.9m)西

片ケ上遺跡 (844.

6 m)曲尾遺跡 第3図 開伽流山尾根の溶結凝灰岩柱状節離
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(870 m)で南北比高約

400mを示している。南

側瀬早川との境尾根と

の比高は天狗山 (1,01 

5 m)屋敷開拓地西部

(984 m) 

である。

となって北

側より低く 200m内外

この受水面積

第1表 香坂ダム概要

名 称 香坂ダム（香坂川）防災ダム

所在地 佐久市大字東地

土汗rJ 式
ロックフ ィルダム

高さ38.5m 幅8m 長さ184m

築 造 昭和44年4月～昭和49年3月

事業主体 長野県（運営管理佐久市）

貯水量 平時 105万トン

利用目的 農地防災ダム（将来多目的ダム希望）

受水面積 14知f

受益面積 250ha 
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の広い香坂の谷の洪水

調節防災と貯水活用の

ため長野県営農地防災ダムとして昭和49年3月完成したのが香坂ダムである。

第 1表のようである。

このダムの概要は

佐久山地全体の地質構造は多摩秩父地方から続く関連山地の連続で秩父古生層を中心として中

世層・新生代第三紀第四紀層の帯状配列鱗覆構造によって構成されているが、当地域はその最西

北端部に当り秩父古生層・中生層の分布は途絶して見られない。秩父古生層は佐久町抜井川沿岸

と宿岩まで、 中生層は佐久市内山川上流沿岸までの分布に限られており、 それより以北は新生代
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第4図 香坂付近地質略図
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第2表第三紀層化石

内 山 層 駒込層・八重久保層 兜 岩 層

maComa sp Ostrea sp 古代蛙 I 

Turritella sp Dentatium sp 昆虫の成虫、幼虫

Yoldia sp Natica sp 植物の葉化石

Venericadia sp Turritilla sp 

Lucinoma sp Lucinoma sp 

Chlamys sp 

Lima sp 

荒船山その他の旧期火山岩の噴出が各所に見られ、広く分布して新生代地層分布地帯となってい

る。

佐久市内山・志賀・三井地域の基盤は新生代第三紀に属する内山層・駒込層・八重久保層・兜

岩層が広く分布している。内山層と呼ばれている地層は第三紀層の最下部層で余地峠• 田口峠・

内山川上流沿岸に露出しており、礫岩•砂岩・凝灰質頁岩などによって構成され、その砂岩中に

は第 2表のような海棲貝化石を多産することにより第三紀漸新一中新世の海の堆積層と考えられ

ている。

この内山層の上部に重なる地層が駒込層・八重久保層・兜岩層で駒込 ・香坂地区主にとして分

布し、その当時は火山活動の旺盛だった証左として火山灰の堆積による凝灰角礫岩・凝灰岩・頁岩・

凝灰岩によって構成され、駒込 ・八重久保付近からは鮮新世を指示する浅海性貝化石の産出で知

られている。

第三紀層最上部には兜岩層と命名されている淡水湖成堆積層の凝灰岩・凝灰質砂岩を種とした

見事な成層が重なり、この地層からは古代蛙化石・昆虫化石 ・植物の葉化石を産し、最近多くの

研究者の興味を引き珍重されている。

これらの第三紀層分布地域や縁辺部には妙義山・ 荒船山などの旧期火山の噴出物である集塊

岩・凝灰岩・溶結凝灰岩・玄武岩などの大規模の分布が見られるが、噴出が古く長期の浸蝕解折

の結果、当初の火山形態は復原出来ない状態であることは、第4図香坂付近地質略図で読みとる

ことができる。開伽流山や内山峡に代表される溶結凝灰岩（佐久石）の柱状節理の奇勝がこの付

近に多く見られ石材として広く活用もされている。佐久地方にある古い石造文化財の原材はすべ

てこれである と言っても過言ではない。荒船火山の最後の噴出による荒船玄武岩が内山・ 志賀・

三井地区の山嶺尾根部の高所に著るしい板状節理を発達させて覆っており、露地庭園作りに珍重

され、佐久地方では、 うずまき石と通称している。

旧期火山に属するものでは凧の峯・日暮山の変朽安山岩、平尾山・森泉山の輝石安山岩のトロ

6
 



イデ式噴出、瀬早

川谷に露出する紛

岩があげられる。

香坂東地付近の

香坂川沿岸の谷中

平坦地は今回の発

掘調査の深堀り部

分（第5図）の観

察によって洪積段

丘ではなく、洪積

期に解析によって

出来た幅広い谷中

""41芦…贋陶饗涵蜘洛序幻序""'":., 
. • . . . • . . r. -

第5図 屋敷前遺跡崖堆堆積地層

.. 
9、・........ 

平地へ南北両側に連続している山嶺や傾斜部分から崩れ落ち、押し出しによる崖推堆積地形であ

ることが確認された。溶結凝灰岩の大小塊を主とし荒船玄武岩の板状破片、玲岩、輝石安山岩塊

が僅かに含まれる不規則な堆積で場所によって層厚の変化も著るしいことから考察される。

（白倉）

第 2節遺跡の歴史的環境

1)考古学的環境

淡淵・屋敷前・西片ケ上・曲尾 I・III遺跡は、佐久市大字香坂東地地籍に位置し、香坂の谷の

南面傾斜地に所在する。標高は820~900 mを示す。

香坂の谷は、峡谷であるが佐久市遺跡詳細分布調査によると、香坂東地地籍の南向き斜面は、

埋蔵文化財の分布が濃密で、西称ぶた遺跡 (5)、東称ぶた遺跡 (6)、城の口遺跡 (7)、淡淵遺

跡 (1)、屋敷前遺跡 (2)、裏林遺跡 (8)、小屋場遺跡 (9)、西片ケ上遺跡 (3)、東山神遺跡

(10)、東林遺跡 (11)、鶉尾根遺跡 (12)、仙太郎遺跡 (14)、鶉尾根北遺跡 (13)、五斗代遺跡群

(15)、曲尾遺跡 (4)、吹付遺跡 (16)、木戸平A遺跡 (17)、木戸平B遺跡 (18)、東木戸平A遺

跡 (19)、東木戸平B遺跡 (20)、五斗代B遺跡 (21)、兵士山遺跡 (22)、雨原B遺跡 (23)、雨原

A遺跡 (24)、茂内口遺跡群 (25)等25を数える多くの遺跡・遺跡群が目白押しに存在し、縄文時

代早期から平安時代に至る遺物が表採により採集されているが、発掘調査により確認された遺跡

は数少ない現状である。
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これらの遺跡を時代別に概観すると、縄文時代の遺跡は、昭和55年度発掘調査による五斗代B

遺跡から、礫群が検出され、その礫群内から多量の縄文時代の遺物が出土している。土器は縄文

早期楕円押型文土器・細線文指痕薄手土器・縄文前期花積下層期の土器・黒浜期の土器・諸磯A・

B・C期の土器。縄文中期勝坂式土器、縄文後期に比定される土器、石器も石鏃21点・石匙9点・

石錐 2点・スイレイパー5点・剥片石器・石片等が出土している。茂内口遺跡は昭和61年度発掘調

査により、縄文時代前期の繊維を含む土器及び石器。兵士山遺跡は昭和54年度発掘調査により縄

文前期関山式土器・後期の堀ノ内式土器を出土している。また、詳細分布調査に於て、曲尾遺跡は

縄文前期関山式土器・中期加曽利E式土器・後期堀ノ内式土器・石鏃・打石斧・磨石・石皿等を。

屋敷前遺跡は縄文中期加曽利E式土器と石棒。鶉尾根遺跡は縄文中期加曽利E式・後期堀ノ内式土

器、雨原A遺跡は縄文前期繊維を含む土器・中期の加曽利E式土器、雨原A・B遺跡は縄文前期

繊維を含む土器と打石斧を、裏林遺跡で縄文前期・中期の土器。仙太郎遺跡・鶉尾根北遺跡・西

片ケ上遺跡・東林遺跡・小屋場遺跡・城の口遺跡・東称ぶた遺跡等も縄文中期の土器が、木戸平

A・B遺跡・吹付遺跡は縄文後期堀ノ内式土器等をそれぞれ採集しているなど縄文時代の遺跡の

分布が非常に濃密に感じられる。

弥生時代の遺跡は、屋敷前遺跡・曲尾遺跡・木戸平B遺跡・裏林遺跡等より後期の箱清水式土

器が少量であるが表採されている。香坂の谷は山問の渓谷である峠道に位置するという点で注意

第6図 周辺遺跡分布図 (1:25,000国土地理院地形図による）
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第3表周辺迫跡一覧表

佐分
遺跡名 所 立地

時代
備 考No 在 地

No 縄弥古奈平中

1 154 淡淵遺跡 香坂字淡淵 段丘

゜ ゜
本調査

2 155 屋敷前遺跡 香坂字屋敷前・材オ、 ，， 

゜゚ ゜
本調査

3 157 西片ヶ上遺跡 香坂字西片ヶ上 ，， 

゜
本調査

4 168 曲尾遺跡 香坂字曲尾 台地

゜ ゜
本調査

5 146 西祢ぶた遺跡 香坂字西祢ぶた ケ

゜ ゜6 147 東祢ぶた遺跡 香坂字東祢ぶた ，， 

゜ ゜7 148 城の口遺跡 香坂字城のロ ，， 

゜ ゜8 149 裏林遺跡 香坂字裏林 ,, 

゜ ゜， 156 小屋場遺跡 香坂字小屋場 ，， 

゜ ゜10 151 東山神遠跡 香坂字東山神 ，， 

゜ ゜11 150 東林遺跡 香坂字東林 ，， 

゜ ゜12 152 鶉ヲネ遺跡 香坂字鶉ヲネ ‘’ ゜13 153 鶉ヲネ北遺跡 香坂字鶉ヲネ北 山麓

゜ ゜14 158 仙太郎遺跡 香坂字仙太郎 ,, 

゜ ゜15 159 五斗代遺跡群
香坂・五斗代・東五斗代 ,, 

゜上岩合地

16 167 吹付遺跡 香坂字吹付 台地

゜17 165 木戸平A遺跡 香坂字木戸平 ケ

゜ ゜18 166 木戸平B遺跡 香坂字木戸平 ケ

゜゚19 163 
東木戸平

香坂字東木戸平 ，，， 

゜ ゜
A 遺跡

20 164 東木戸平 香坂字東水戸平 ，，， 

゜ ゜B 遺跡

21 160 五斗代B遺跡 香坂字五斗代 山麓

゜
昭和55年度発掘調査

22 161 兵士山遺跡 香坂字兵士山 ，，， 

゜ ゜
昭和54年度発掘調査

23 162 雨原 B遺跡 香坂字雨原 ,, 

゜ ゜24 169 雨原 A遺跡 香坂字雨原 ,;, 

゜ ゜

，
 



すべきではなかろうか。

古墳時代の遺跡は、曲尾遺跡で後期（鬼高期）の土器が表採されているが、他には明確な遺物

は確認されていない。

平安時代になると、遺跡の数は比較的多く、曲尾遺跡・屋敷前遺跡・雨原A遺跡・木戸平A遺

跡・仙太郎遺跡・鶉尾根北遺跡・小屋場遺跡・城の口遺跡・西称ぶた遺跡等の遺跡で平安時代の

土師器・須恵器を採集している。裏林遺跡は土師器と灰釉陶器。東称ぶた遺跡で土師器と内耳土

器を採集している。昭和54年度発掘調査の兵士山遺跡は、平安時代竪穴住居址 l棟と土師器が出

土、前記五斗代B遺跡も須恵器が出土している。茂内口遺跡は昭和61年度発掘調査により、平安

時代竪穴住居址3棟・堀立柱建物址3棟・土坑及び特殊遺構等が検出され、須恵器・灰釉陶器・

鉄器・石器等が出土している。香坂東地に平安時代の遺跡が比較的多いのは、峠越えによる上野

国との古道が推定される。

以上、香坂東地地籍の遺跡を概述したが、縄文時代の遺跡が濃密に存在し、平安時代に再び遺

跡が増加する傾向が看取できる。 （黒岩）

2)香坂新田村の歴史

香坂新田村の記録に現われる歴史は近世に始まる。慶長十七年 (1612)子三月、宮平村の折右

衛門・利右衛門・長四郎は南相木村中島の神明宮をこの地に勧請している （中島茂利氏文書）の

で、慶長年中の一郡逃散という大きな動きの中で、折右衛門等も慶長の始め頃には、 この地に入

って開拓を初めていたのであろう。元和九年 (1623)には正式に開拓の許可状を得て仕事は急速

に進んだ。
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第7図 天保頃の香坂新田村

寛永六年 (1629) には縄請人十人、分付け百姓十二人によって、畑のみ六町九反余の検地を受

けて宮平村としての地歩を得た。

その後、宮平村は承応元年 (1652)を境として香坂新田村となり、所領は小諸領、一時的に館

林領、甲府領と変遷するが、元禄十四年 (1701)以降は一貫して幕領である。

開田畑も徐々に進み、承応元年の割付に田方三畝歩があらわれ、正徳四年 (1714) には田高十

九石六斗三升五合（二町六反五畝歩）、畑高九十六石二斗六升四合(+四町六畝十三歩）、文化年

中には田高二十二石三斗余、畑高百四十七石六斗余となるが、いづれにせよ田方優越の山村であ

る。

畑作物は大麦・小麦・蕎麦・大小豆・馬稗・毛稗・栗・餅栗が主で（「穀物取場控帳」中島茂利

氏文書）、 山間のため猪鹿が多く、慶長年代には「御郡中鉄抱留雖（中略）て っぼうにてしし•さ

る打候て、 作を上可申旨、被 仰出 候」（仙石秀久恵印状）村の一つであり、年貢も山畑ゆえの

減免があった。

11 
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近世の公道はもちろん中山道であるが、その裏道として岩村田宿から横根•発地を経て入山峠

や和美峠に出る道があった。ところが享保の頃から日影新道が脚光を浴びるようになる。岩村田

宿から香坂・香坂新田を通り、香坂峠越えで上9州市野萱に出る道である。上小l・I本宿や下仁田への

近路であり、比較的平坦で馬の通行に便利であった。佐久からの米穀が続々とこの道を市野萱・

本宿・下仁田の市場へ運ばれ、戻り馬は麻・塩・茶その他を積んできた。

日影新道の利用が多くなって最も打撃を受けたのは小田井中宿から松井田宿に至る中山道の

宿々で、これらの宿々と岩村田宿や日影新道沿いの村々とでしばしば争論が起きたが、道筋の利

用は既成事実として、佐久の米や木曾木具の付送りと、上州からの麻荷の積み帰えりは公然と認

められるようになった。したがって村内にも米の仲買いや馬士としてこの道筋の運輸にたずさわ

る者も多く、明治十一年 (1878)頃になっても内国通運会社の出張所が置かれていた（『北佐久郡

誌』資料編）。

香坂新田村は明治八年に香坂村と合併し、村としての歴史を閉じ、香坂村東地区となるが、明

治二十年代に開通した信越線に荷物が流れて、日影新道はすっかり寂れ、東地は谷あいの寒村と

なりさがったように見えた。

地形的に上小卜1と境を接する東地には、最近新しい動きが出てきている。かつて軽井沢宿の助郷

として、百姓たちが数里の道を軽井沢宿や沓掛宿に通った道筋には、妙義荒船スーパー林道が開

らかれ、いままた、これとほぼ同じ道筋に関越自動車道が設けられようとしている。

（木内寛）
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第III章基本層序及び概要

第 1節基本層序

1)屋敷前遺跡
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第8図 屋敷前遺跡基本層序模式図
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屋敷前遺跡基本土層

第 I層 lOYR2/3耕作土黒褐色土層粒子

やや粗く 、やや粘性あり。</>2 ~15cmの

溶結凝灰岩の小礫・溶結凝灰岩の風化

小礫・ローム粒子を含む。

第II層 lOY R3/2-3/4黒褐色土を基調とす

る。ややしまりがあって、粒子粗く 、

粘性あり。下面に向かってローム粒子

混入増。 </>2 ~15cmの溶結凝灰岩の礫

を多鼠に含む。溶結凝灰岩の風化小礫

を含む。僅かに玄武岩• 砂岩の礫を含

む。

第III層 10YR3/4暗褐色土層 黄褐色土を基

調に僅かに黒褐色土を含む。粒子粗く、

砂粒を含み、ややぱさぱさしている。 ¢

05~lcrnの軽石・溶結凝灰岩の風化

小礫• </J 5 ~10cmの溶結凝灰岩の礫を

含む。

第IV層 lOY R4/4褐色土層 黄褐色土（ロー

ム層） • 砂粒 ・ ¢2 ~5cmの軽石を含む。 、

¢2~1 5cmの溶結凝灰岩を多量に含

む。 ¢30~50cmの大きな溶結凝灰岩を

まばらに含む。



A層遺構覆土

屋敷前遺跡は、東地部落の南方、香坂/IIの北岸、香坂ダムに注ぎ込む直前の崖推堆積地形上に

あり、河床からの比高差は約lOmを測る。本発掘調査区は、幅約10~15m、長さ240mを測り、

標高は832~842 mを示す。遺跡の地形は、典型的な崖推地形で第 I層の耕作土を取り除くと、

いたる所で溶結凝灰岩が露出した。

発掘調査区の長軸方向に約30m間隔で区を設定したが、そのうち遺構らしき落ち込みを確認で

きたのは、 C·D区のみであった。 A•G•H区においては、特に溶結凝灰岩の大きな礫が露出

し、 C・D区については、比較的安定したローム層が見られた。層位は基本的に、第8図に示し

たとおりであるが、 C•F区には自然地形によるものと思われる、大きな凹地が確認できた。遺

構は、すべて土坑で、第III層及びIV層の上面で確認された。

2)西片ケ上遺跡

西片ケ上遺跡基本土層

第I層 10YR3/4耕作土暗褐色土層 粒子やや粗く、やや粘性あり。ローム粒子・ </>0.5~ 1 

cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第II層 10YR3/3暗褐色土層 黒褐色土を基調に僅かにローム粒子を含む。溶結凝灰岩の風化

礫が形状を留めて含まれている。

第III層 lOY R 2/3黒褐色土層 粒子やや細かく、粘性・しまりあり。僅かに溶結凝灰岩の風化

小礫を含む。

第IV層 lOY R4/3にぶい黄褐色土層 第V層に類似しているが、溶結凝灰岩の亜角礫が多く含

まれている。

第V層 にぶい黄褐色土層 ローム層に至る漸位層。粒子粗く、僅かに黒褐色土・ <l>0.5~lcm

の軽石を含む。 </>5 ~10cmの溶結凝灰岩の亜角礫を含む。

第VI層 黄褐色ローム層

A層遺構覆土

西片ケ上遺跡は、東地部落の中心地東南方にあり、香坂川が蛇行した北岸の崖推堆積地形上に

位置し、河床からの比高差は約14~15mを測る。発掘調査区は、幅約10~15m、長さ120mを測

り、標高は842~854 mを示す。発掘調査は、土地地権者の了承が得られない地域が存在し、2

地区に分けて調査せざるを得なかった。第 1地区から第 2地区にかけては、ゆるやかに西傾斜を

なしており 、基本層序は第1地区の北側断面を観察した。
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第 9図 西片ヶ上遺跡基本層序模式図

あ～いー1~5グリッドは、現在畑であったが、昔、水田が営まれていたものと思われ、約20~30

cm下から床土と思われる水平堆積層が見られ、その下層は、水田を開拓する際、埋土したと思わ

れる黒色土が観察できた。第 1号敷石住居址が検出された、その西方は急傾斜で落ち込んでおり、

第 9図左がその部分の土層断面であり、 4層に分割された。東方および第 2地区は、 3層に分割

され、遺構の確認は、第V層のローム層に至る漸位層で確認された。

3)曲尾III遺跡

曲尾III遺跡基本土層

第 I層耕作土

第II層 暗褐色土層 粒子細かく、やや粘性あり。溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第III層黄褐色ローム層

A層遺構覆土

15 
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第10図 曲尾III迫跡甚本層序模式図

曲尾III遺跡は、東地部落の東方、香坂川の北

岸に位置する。発掘調査地区は、道路と水路によ

り3地区に分断され、東側から第 1地区、第 2

地区、第3地区として調査した。第 1地区から

第2地区にかけては、かなりの角度をも って西

側に傾斜しており、第2地区西端は水路による

凹地が形成されていた。

地層は、第 1・2地区と第 3地区で著しく異

なり、第 1・2地区では安定したローム層が検出

されたが、第 3地区においては、多量の溶結凝

灰岩が露出し、それぞれの地形形成に差がある

ことがはっきりとした。第 2地区には、東北方

向から南西方向にかけて押し出された礫群が存

在し、自然地形によるものと判断した。

地層は、第 1・ 2地区で3層に分割され、傾

斜地で一般的に見られるように、沢地に向かう

ほど、堆積層が厚くなる特徴が観察できた。

香坂地区の土層の特徴と思われるが、溶結凝灰岩の風化小礫が第II層中においても見られた。

遺構の確認は、第III層黄褐色ローム層上面でなされた。

4)曲尾 I遺跡

曲尾 I遺跡は、急傾斜地を含んでいるため、基本土層を 5ケ所にわたって観察した。

曲尾 I遺跡基本土層

いllG付近

第 I層 lOY R3/4暗褐色土層 耕作土 僅かにローム粒子・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

¢0.5 ~ lcmの軽石を含む。

第II層 lOY R3/2黒褐色土層 ローム層に至る漸位層。ややしまり・粘性あり。 ¢0.2~0.5 

cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。僅かにローム粘子を含む。

第III層 黄褐色ローム層

A層遺構覆土

き9G付近
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いllG付近
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お3G付近

第11図 曲尾 I遺跡基本層序模式図
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第 I層 10YR3/2黒褐色土層 表土粒子やや細かく、僅かにローム粒子を含む。

第II層 lOY R 3/4暗褐色土層 やや粘性あり。 中0.2~0.5 cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小

礫を含む。僅かにローム粒子を含む。

第III層 lOY R4/4褐色土層 ローム層に至る漸位層。黄褐色土を基調に僅かに黒褐色土を含

む。 中0.2~0.5 cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を僅かに含む。

第IV層 黄褐色ローム層

A層遺構翌土

い4G付近

第 I層 lOY R4/4褐色土層 耕作土 平坦にするための埋土。ばさぱさしており、ローム粒

子・黒褐色土 • ¢0 .2~ l cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第II層 lOY R4/2灰黄褐色土層 平坦にするために影響を受けた土層。黒褐色土と黄褐色ロ

ーム層がくま状に層をなしており、人為堆積。軽石・溶結凝灰岩の風化小

礫を含む。

第III層 黄褐色ローム層

A層遺構覆土

お 3G付近

第 I層 lOY R3/4暗褐色土層 耕作土粒子細かく 、ばさぱさしている。 <PO. 2 ~O . 5 cmの

軽石を含む。僅かにローム粒子・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第II層 lOY R 2/2黒褐色土層 粒子やや細かく、やや粘性あり。僅かにローム粒子・ 中0.5

~ 1cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第III層 lOY R3/2黒褐色土層 やや粘性あり。ローム粒子 ・中0.2~lcmの軽石を含む。僅

かに溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第IV層 lOY R4/3にぶい黄褐色土層 ややしまりあり、粒子やや粗く、やや粘性あり。黒褐

色土 ・黄褐色土・多量の</J0.2~2cmの軽石 ・溶結凝灰岩の風化小礫を含

む。

第V層 lOY R4/4褐色土層 ローム層に至る漸位層。粒子粗 く、しまり、粘性あり。多量の

¢0.2 ~2cmの軽石 ・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第VI層 黄褐色ローム層

A層遺構覆土

え22G付近

第 I層 lOY R3/4暗褐色土層表土
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第13図 曲尾 I・III迫跡発掘区設定図及び地形図 (1:10,000佐久市No.2による）
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中島守雄

1501池沼

佐久市

第14図 淡淵迫跡ト レンチ設定図

⑭) 

1502畑

中嶋清作

0 (1:500) 10m 

’ ’ 

第II層 lOY R2/2黒褐色土層 粒子やや細かく、やや粘性あり。ローム粒子僅かに・ c/JO. 2 

~0.5 cmの軽石極僅かに ・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第III層 lOY R3/2黒褐色土層 ややしまりあり。粒子やや粗く、やや粘性あり。ローム粒子・

c/J0.2 ~lcmの軽石僅かに・溶結凝灰岩の風化小礫僅かに含む。

第IV層 lOY R4/3にぶい黄褐色土層 黒褐色土 ・ローム粒子僅かに ・溶結凝灰岩の風化礫形

状を留めたまま含む。

第V層 lOY R2/l黒色土層 粒子細かく、しまり、粘性あり。溶結凝灰岩の風化小礫・極僅

かにローム粒子を含む。

第VI層 lOY R2/2黒褐色土層 しまり ・粘性あり。僅かにローム粒子・c/J0.2~lcmの軽石・

溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

第VII層 lOY R4/4褐色土層 ローム層の漸位層。 c/J0.5~lcmの軽石 ・溶結凝灰岩の風化小

礫を含む。

第VIII層黄褐色ローム層

曲尾I遺跡は、曲尾III遺跡と同一の遺跡で、その東方に続く山地・台地にあり 、香坂川の北岸、

崖推堆積地形上に位置する。河床からの比高差は約40mを測り、標高880~890 mを示す。
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発掘調査区において、い～おー12グリッドから西方は、西方に向けて急傾斜の山地で遺構は検

出されなかった。い～おー12グリッドより東方は、南方へ向けて緩やかな傾斜をなす台地で、こ

の地域より土坑8基と竪穴状遺構 1基が検出された。

上述のように曲尾 I遺跡は、傾斜地のため場所場所によ って土層が異なるため、いllG付近、

き9G付近、い 4G付近、お 3G付近、え22G付近の 5ケ所において土層観察をした。第11図に

示した基本層序模式図に見られるように、 傾斜地特有の沢地になるほど土層の堆積が厚くなるこ

とが、お 3G付近及びえ22G付近の断面より看取することができる。遺構の確認は、ローム層の

漸位層中かローム層上面においてなされた。 （高村）

第 2節検出遺構・遺物の概要

淡淵遺跡

遺構・遺物なし

屋敷前遺跡

遺構 土坑6基

西片ケ上遺跡

遺物 縄文土器片・石器剥片

遺構 敷石住居址 1棟（縄文時代後期）、土坑 7基、溝状遺構2基

遺物 縄文土器（深鉢）、土師器（甕・坪）、須恵器、陶器、石器（石鏃・打製石斧）

曲尾III遺跡

遺構 竪穴住居址 1棟（平安時代）、土坑9基、礫群 1基

遺物 縄文土器片、土師器（甕・坪等）

曲尾 I遺跡

遺構 竪穴状遺構 1基（現代）、土坑8基 (Dlは縄文時代中期）

遺物 縄文土器（深鉢等）、石器
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第N章淡淵遺跡

淡淵遺跡は、香坂ダム北岸の崖推堆積地形上に位置し、標高は822~826 mを測る。遺跡の眼

下には香坂ダムにより貯水された湖が広がっており、丁度、湖水の溜まる入口付近に当っている。

試掘対象地は、北から南に向って緩やかな傾斜をもったレタス畑で、その畑に幅1.5mのトレン

チを 2本、平行に南西方向から北東に向って重機により試掘した。試掘したAトレンチの基本土

層は下記のとおりである。

淡淵遺跡基本土層

第 I層 lOY R2/3黒褐色土層耕作土粒子やや粗く、 粘性ややあり。

第II層 lOY RZ/1黒色土層 粒子やや細かく、やや粘性あり。僅かに溶結凝灰岩の風化小礫が

下面でふくまれている。

第III層 lOY R 2/2-3/3 黒褐色から褐色土層 黒褐色土を基調に下面に向ってローム粒子が段

々増す。粒子やや粗く、やや粘性あり。 </J0.5~ 1cmの軽石・溶結凝灰岩の

風化小礫・溶結凝灰岩の礫を僅かに含む。

第IV層 lOY R4/3にぶい黄褐色土層 黄褐色土を基調にローム粒子を含む。粒子粗く、ぱさぱ

さしている。 ¢1 ~ 2 cmの軽石・溶結凝灰岩の風化小礫を僅かに含む。溶結

凝灰岩の頭大から一かかえもする大きな礫を多く含む。

第V層 lOY R4/4褐色土層 ローム層

Aトレンチ内の基本層序は第19図に示したように、第 I層の耕作土は約30cmの層厚をもって堆

積しており、第II層は約20~30cmの層厚で全面に堆積していた。第III層は、 Aトレンチの東側部

分にしか見られず、西側には存在しない。第III層下面から溶結凝灰岩の礫が含まれており、第IV

層中には頭大からーかかえもある大きな溶結凝灰岩が多数含まれていた。これらの溶結凝灰岩の

礫の存在から、この段丘の上部（第III • IV層）は、崖推堆積であることが知られ、崖推堆積の最

盛期は、白倉盛男氏の鑑定によると氷河期とのことである。第V層は褐色のローム層で、この段

丘の基盤と思われる。

A・Bトレンチ内の土層か ら、所々に自然地形による凹地が観察されるものの、人為的な落ち

込みである遺構は確認できず、また、遺物の出土も皆無であった。このことから、今回の試掘区

域内に遺跡が存在しないことが判明した。 （高村）
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第V章屋敷前遺跡

第 1節土坑（第20~22図、図版五の1-6)

屋敷前遺跡より検出された遺構は、土坑が 6基だけである。検出された土坑は、すべてC・D

区に集中してみられる。

第 1号土坑は、 C区中央付近の北側に位置し、東西181cm、南北112cmの隅丸方形を呈する。

R 

A t(ii?) A 
!,_~ ご〗 @A 
Aこニニ/ A' 

企 瓢A
I IOY R3/l 焦褐色土陪 粘性弱くバサバサ Lている。

ワラが混入している。

2 IOYR7/6 明筑褐色土を基調とし、焦色土．、ローム

粒子、木の根を含む。枯性あり。

D1 
標硲837.5m

0 (I :60) 1 m 
I. . 

1 JOY R4/l 黒灰色土1杓 粘性 ，しまりあり。

ローム粒子含む。

2 JOY R3/l !!!. 褐色土1杓 粘性・しまりあり 。

ローム粒子を含む。

3 lOY R6/8 11/1筑褐色土/fl 粘性 ・しまりあり。
:.'.', 褐色土を含む。

02 標高836.9m

0 (1:60) lm ，．  

ニ
1 !DY R2/2 黒総色土1杓を甚調にローム

粒子 ・浴結凝灰岩の風化小

囲を多批に含む。

粒子粗＜、粘性あり。

Ao~ 
A 2 A' 

言

D3 

揉邸836.7 m 

0 (1:60) lm 

I JOY R2/2 黒褐色土陪を基調にローム

粒子・僅かに溶認疑灰岩の1互＼

化小疎 ・炭化物・焼土を含む。

2 IOYR2/1 黒色炭化物が肛さ 2~ 3 cm堆m
栖高836.5 m 

D4 
0 (1:60) 1 m ．．  

第20図 第1-4号土坑実測図
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曇
第21図 第5号土坑実測図

長軸方位はN-73'―Wを示し、深
さ25cmを測る浅鉢状を呈している。

出土遺物は、覆土内より無文の縄文
標硲8365m  

土器小片が出土しているが、共伴す
0 (I 60) 1 m 

るものとは貝倣せない。 第22図 第6号土坑実測図

第2号土坑は、 C区西寄りで発掘

区のほぼ中央付近で検出された。長軸246cm、短軸108cmの楕円形を呈し、長軸方位N-48°―Eを

示す。上坑の東壁に大きな礫が2ケ存在し、深さ49cmの逆台形状に掘り込まれている。覆土は 3

層に分割でき自然堆積と思われる。 1層は黒灰色土層で、粘性があり、ローム粒子を含む。 2層

は黒褐色土層で粘性があり、ローム粒子を含む。 3層は明黄褐色土層で漸位層かもしれない。出

土遺物は玄武岩の剥片が 1片出土しただけで他は見られなかった。

第3号土坑は、 C区の第 2号土坑の南東に位置し、長軸154cm、短軸100cmの楕円形を呈する。

長軸方位はN-49・-wを示し、深さ39cmの逆台形状に掘り込んである。土坑内には、奥州桑の根

が長軸方向と平行にぎっしりつまっており、地元の人の話によると奥州桑を抜根する際、根を細‘

かく切って行ったとのことであり、その名残りと考えられる。

第4号土坑は、 C区第 2号土坑の西方に位置し、長軸91cm、短軸88cmの小形の円形に近い楕円

形を呈している。長軸方位はN-9・―Eを示し、深さllcmの浅鉢状に掘り込まれており、底面に

は炭化材がびっしり堆積していた。覆土は 2層に分割でき、 1層は黒褐色土を基調としたローム

35 



粒子混入の層で、溶結凝灰岩の風化小礫僅かに、炭化物・焼土を含む。 2層は炭化物の層で層厚

は2~3cmを測る。この土坑はぽや炭を作った跡で現代のものと思われる。

第 5号土坑は、 D区東寄りの発掘区の中央付近において検出された。平面形態は底辺155cm、長

軸236cmの隅丸三角形を呈し、長軸方位はN-69°-Wを示す。東側底辺付近にテラスを有し、深

さ35cmの浅鉢状に落ち込んでいる。覆土は3層に分割され、 1層は黒褐色土を基調にローム粒子

僅かに、溶結凝灰岩の風化小礫を含む。粒子は粗く、しまりとやや粘性あり。 2層は 1層と同じ

く黒褐色土層であるが、粒子やや細かくローム粒子が増す。 3層は暗褐色土層で黒褐色土と黄褐

色土が同じ位に混ざり、粘性・しまりあり。溶結凝灰岩の風化小礫を含む。出土遺物としては、

1層からチャート の母岩と縄文土器が 1片出土している。

第6号土坑は、 D区東寄り、発掘区の北側に位置する。平面形態は、東西383cm、南北362cm、

の不整形で、深さ70cmを測る。覆土は 1層で、黒褐色土層を基調としてパミス ・ローム粒子を多

足に含み、粘性がある。本土坑の形状および覆土、また、底面に木の根があったことなどから、

風倒木によるものと判断する。

以上、 6基の土坑について述べたが、出土遺物がほとんどなく、その正確・時期については不

明な土坑が多い。

その他、屋敷前遺跡から表採及び耕作土出土の遺物は、無文の縄文土器小片 2点と、陶器 l片

が出土しているだけである。 （高村）
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第VI章西片ケ上遺跡

第 1節敷石住居址

1)第 1号敷石住居址

遺構（第23・24図、図版八・九）

本住居址は発掘区第 I地区西側、緩やかな尾根が、香坂川におちる西斜面上に構築され、グ リ

ッドい・うー10・11に位置し、全体層序第VI層黄褐色ローム層上において、第 1号土坑に僅かに

西側壁が破壊をうけた状態で検出された。本住居址の張出し部を入口施設と見なすと主軸方位は

N-4"-Wで、張り出し部と炉が略一直線に位置し、主体部東西425cm、南北420cmを測り、略円

形を呈し、張り出し部は東西150cm、南北190cmを測り、隅丸長方形を呈し、主体部面積は 13.0lm'

で、張り出し面積は2.63面である。

壁残高は深い所で20cmを測り、北西部は上面破壊をうけ床面を留めるのみであり、壁体は残存

部分ではやや堅固で、緩やかなカーブをもって立ち上がる。

主体部の覆土は 7層に分割でき、堆積状態は大概自然堆積で 1層は暗褐色土層でローム粒子混、

僅かに炭化物を含み、土質はソフトである。 2層はにぶい黄褐色土層でローム粒子、僅かに溶結

凝灰岩の風化小礫、炭化物を含み、土質はやや粘性、しまりある。 3層は黒褐色土を基調に僅か

にローム粒子、溶結凝灰岩の風化小礫を含み、土質は 2層に似る。 4層は 2層より、より多くの

ローム粒子混、 5層は 3層に似ているが、僅かに¢0.5~2cmの小礫を含む。 6層は 5層より多

くの黒褐色土を含み、 7層はにぶい黄褐色土層でローム粒子を多醤に含み、僅かにゆ0.5~2cm 

の小礫を含む。土質は粒子粗く、ソフトであり、流れ込みと考えられる。張り出し部は 9層暗褐

色土層で1層に似ているが、より多く黒褐色土を含む。また、主体部と張り出し部の接合部は扁

平な亜角礫の溶結凝灰岩が立脚し、 2室を区切った様に 3個埋まっており、 8層黒褐色土を基調

にローム粒子を含み、土質ソフトであり、人為堆積と考えられるが、土中からはなにも検出され

なかった。

床面は本住居址において、主体部南側半分には壁と敷石の間15~35cmの幅をもったテラスを有

し、規則性をもった配石が残存している。その形状は幅20~50cm、厚さ 5~10cmの円磨作用をう

けた扁平な玄武岩、溶結凝灰岩を敷き、その外周には幅 5cm前後、長さ15cm前後の扁平な亜角礫

の玄武岩、溶結凝灰岩、安山岩が丁寧に敷かれており、残存部において敷石は三日月型を呈して

37 



[0 ⑭) ~-
|

、
(

n

ト

7
ー

g
 

c
―
 

□
 

笈

＼
 
:Pz喜
PI

豆

国

27-16 

I, <!_ -

一~-25-2 
27-13 

/'1 

s
 

zl 
N' 

2 2 

麟
o_ 

旦＇

“ P' 麟

J - 2 3 J' 

“旦s K K' 

瞬
上
2 3 4. 
翌

L' 

M' 

3 2 

疇

ピットの土層説明

I JOY R3/4 暗褐色土府 貿褐色土と黒褐色土が同祉位混入。やや粒子粗（、

やや粘性あり 。fi/i.かに炭化物 ・i容結凝灰岩の風化小礫を含む。
2 IOY R4/4 褐色土層 黄褐色土を碁調に僅かに黒褐色土を混入。崩落か？ ．

3 JOY R3/2 黒褐色土を基調に僅かに賀褐色土混入。粒子やや粗く、

しまりあり、僅かに溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

3' 3府に似ているが僅かに炭化物を含む。

4 JOY RZ/3 黒褐色土を碁調にローム粒子混入。僅かに炭化物 ・

浴結凝灰岩の風化小礫を含む。

5 IOYR3/3 暗褐色士附 土質ソフトて粒子やや粗い。僅かに炭化物，

溶結凝灰岩の風化小媒を含む。

第23図 第1号敷石住居址実測図

゜
2m 
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いる。その他の石は床面上に接して

いるものと、床面上に浮いているも

のとが散在し、規則性は看取できな

い。これらのことから、床面全面に

敷石がなされたとは考えにくく、張

り出し部に接する側に三日月型に敷

石を行った可能性がある。また、覆

土のところでも少しふれたが、張り

出し部と主体部との接合部は特異な

形状を示しており、床面より深く掘

り窪められ、立脚する扁平な溶結凝

灰岩によって 2つに区切られており

、後方は30X 40cmの長方形を呈し、

深さ20cmで、底面には扁平な亜角礫

の溶結凝灰岩が置かれ、 8層が埋ま

っていた。また、炉に接し敷石面よ

り浮いている65X90cm、厚さ10cm前
6 10YR3/4 暗褐色土層

摂掲色土を主体に僅かに

ローム粒子混入。やや粘性

あり 。（石糸l1の埋土）

7 JOY R4/6 褐色土府 質褐色

土を主体に僅かに焼土混入。

A
-

活
廿

s
 

1は1

④ 

A' 

I~ 

1 lOY R3/4 暗褐色土陪 黄褐色土と

!.'.¥糾色土が同批位混入。土i{ややソ

フト。僅かに溶結；疑灰岩の凪化小礫、

炭化物を含む。

2 7.5Y R4/4 褐色土層 1層より やや

択褐色土が多い。土灯ソフト。

僅かに焼土、炭化物を含む。

3 7.5YR3/4 暗褐色土附 やや

粘性あり。 ローム粒子

焼土` 炭化物を含む。

4 7.5YR3/2 楳褐色土層 やや粘

性あり 。ローム粒子、焼土僅か

に含む。

5 7.5Y R4/6 総色土肘 苅褐色土

（ローム粒子）を主体に僅かに黒褐色土

混入。 しまりあり 。焼土非常に多〈含む。

（焼土lf1)
A 

Iv:: 

Ito 

\

~ 

入

O
l
 

恨
＼

そ／
 A

-
A' 

Jo:,_ 

S 焼土

第24図 第1号敷石住居址炉址実測図

A' 

後の扁平な亜角礫の溶結凝灰岩は、

その上に乗っていたとも考えられる

。区切られた前方は65X65cmの略正

方形を呈し、深さ20~30cmで、 12~

15cmの厚さに 8層が堆積しており、

その上面には扁平な亜角礫の溶結凝

灰岩が3個乗っている。接合部は主

体部敷石面より 15~20cm高い所が使用面と考えられる。張り出し部は主体部敷石面より一段高く 、

0 lm 

接合部とレベルは略同じであり、底面には雑ではあるが、略全面に円磨作用をうけた扁平な溶結

凝灰岩と玄武岩が敷れており、平面の形状は胴張りの長方形であった。壁は軟弱であり、緩やか

なカーブをもって立ち上がっていた。

ピットは主体部において13個検出され、円形壁柱形式の様相を示す。その配置はPl・P3・P

8• P 12・P 13は残存部において、 敷石外縁と壁の間に位置し、 P4・P5・P6は敷石の痕跡

を留めない床面上に位置し、 P5・P6は崖推堆積内の石を側壁に利用していた。 Pl2とPl3は

張り出し部と主体部の接合部に位置していた。それぞれの間隔はPl~P3間55cm、P3~P4間90
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cm 、 P4~P5晶~82cm、 P5~P6間 105cm、 P6~ P8間90cm、 P8~ Pl2 間170cm、 Pl2 ~Pl3問

55cm、Pl3~ Pl間220cmを測り、柱穴間は等間隔でなかった。深さはPlは30cm、P3は31cm、

P4は20cm、P5は23cm、P6は30cm、P8は20cm、Pl2は50cm、Pl3は52cmを測り、特にPl2・

Pl3の深いのは上屋構造上の問題か、他の機能を有するためのものか、類例を待ちたい。他に補

助的な柱穴としてP2・P7があげられる。深さは12~15cmと浅い。 P9・ PlO・Pllはいずれも

円形を呈し、深さ 3~5cmと浅く、敷石の埋まっていた痕跡と考えられる。張り出し部において

は2個検出され、いずれも壁中ヒ° ットであり、深さは20~25cmを測り、楕円形であった。

炉においては主体部略中央に位置し、石組埋亜炉である。その形状は 4枚の扁平な溶結凝灰岩

を60X72cmの長方形に組み、その 3コーナーには溶結凝灰岩の割り石と円礫によって、僅かに補

強されていた。火床中央に深鉢25ー 1が、半載され横位の位置に据えられ、その周囲に粗製深鉢

26-3の大きい破片を用いて、 25ー 1を取り巻く形で配されていたが、土器内は火熱をうけた痕

跡は少なかった。また、構築順序は床面を82x 100cmの楕円形、深さ35~40cmの擢鉢状に掘り窪め、

石組に適する 4枚の無加工の自然石を、埋土をしながら 4角形になるように据え、火床は擢鉢状

になるように、土器を埋土しながら固定していたことが窺われる。尚、埋設甕に火熱による変化

が少なく、灰 ・炭化物の少ないこと、また、埋設甕の下に焼土の多く含む褐色土層があり、 25一

1、26-3破片とは異なる26-5・7が含まれていること等から、埋設甕の火床を何度か代えた

とも考えられる。尚、炉内よ り、 4~ 7cmの不定形の河原石が12個出土した。

遺物の分布は、本住居址においては極めて出土が少なく 、遺物は散在していた。土器としては

埋設炉に用いた深鉢25-1・26-3と東南壁下付近、木葉痕の観察できる底部25-2と、石器に

おいては、石鏃が2点、 27-9はP4の東南40cmの位置に、27-10は炉西側15cmの位置で出土、横

刃型石器27-12はP8の南東28cmの敷石の上より出土、欠損している打製石斧27-15は主体部南

西敷石の外縁に使用されていた。

遺物 （第25~27図、図版十ー・十二の1 ・ 2)

本住居址からは深鉢・石鏃・凹石・横刃型石器・打製石斧．敲石が出土した。そのうち図示し

得たものは16点（実測固11点、拓影図 5点）である。

深鉢についてふれると25-1は三十稲葉系の刺突文を有し、二帯の鎖文によって区画されてお

り、胴下部には剌突による垂下文が施こされている。文様構成からみると垂下文を有するところ

から、称名寺式土器の文様構成の影響が看取でき、この土器は三十稲葉式土器に準ずる土器とし

(1) 

て位置づけられよう。 25-2・26-3は粗製深鉢土器であり、 26-3は胴部緩く張り出し、頸部

僅かにくびれ、口辺部外反し、頸部には貼付けによる一条の隆帯を有する。共に加曽利E系の系

譜をひく土器と考えられる。 26-4・7・8は地文にLR縄文を施して、沈線で区切り、磨消し
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゜
(J :4) 10cm 

第25図 第1号敷石住居址出土土器実測図くその 1〉
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(I :4) 10cm 

゜
(1 :3) Sm 

' '  

第26図 第 1号敷石住居址出土土器実測図及び拓影図くその 2〉

(2) 

縄文である。これらの土器は小片のため全器形を知り得ないが称名寺系の土器と考えられる。これ

ら同一住居址内より系譜の異なる土器が共存していることは、文化圏を知る上で貴重な資料とい

えよう。また、26-5はLR縄文を地文に列点文が施され、26-6は地文に縄文が施されている。

以上のことから土器に関し、耕作土出土においては僅かに曽利系土器が検出されているが、本住

居においては見当らず、主に南関東の文化圏（加曽利E系・称名寺系）に影脚され、従の形で三

十稲葉系・曽利系の文化圏が影縛を与えたと考えられる。そのことは敷石の形態からも看取でき

る。

石鏃27-9は石質玄武岩で、逆刺が円形を呈し、扶りやや深く、粗製の凹基無茎石鏃であり、

27-10は石質黒曜石で、側辺直線的に収束、扶りやや浅く、逆刺鈍い凹基無茎石鏃、 27-12は石

質チャー トで、 石匙に近い形状を示しているが、摘み部がはっきりせず、刃部両面加工が施され

ていることから、横刃型石器としてとらえておきたい。27-15は打製石斧の再利用品で敷石の外
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第4表 西片ヶ上遺跡第 1号敷地住居址出土土器観察表

挿番 号図 器種 法量 成形及び器形の特徴 調整及び文様構成 備 考

25-1 深鉢 頸部でくびれる。

内蠣面ににし軒変、社鑽ヘ換ま幻たラ乃し繋"か｀ミn中ガを"有キ|年曲主しCこ鉗外、かも改面胴う；力頭上一嘩呻磨部-"消下にぼ•垂す"口比"下る四紋み。、坪頸こを鉗部有の立
完全実測

〈20.8〉 埋設炉に使用

7.8 
三十稲葉式土器に

蝉鉗貞文fltによって2区画され、区画休］、胴中
諌咲改が韮！施こされ、胴下部

準ずる。

は東咲による垂下文によって構成されて
いる。

回転実測B
25-2 深鉢 〈118〉 粗製土器、底部木葉痕有す。

No 8 
9.0 

31.2 胴部緩く張り出し、頸部僅 粗製土器、頸部貼付けによる一粂の 回転実測B

26-3 深鉢 〈36.1〉 かにくびれ、口辺部外反す 埋設炉に使用

る。 隆帯を有す。 加曽利E系土器

7.8 

第5表 西片ヶ上迫跡第 1号敷石住居址出土石器観察表

番挿方翌 器種 石質 最(c大m長) 最(c大m幅) 最(c大m)厚 重(g批) 欠損状態 出土位置 備 考

27-9 石 鏃 玄武岩 1 65 1. 7 0.4 0 72 完形 No 2 
幅袂広く、側辺内弯逆気剌味円先形端をで呈収す束。。
りやや深く、
凹基無茎鏃。

27-10 石 鏃 黒躍石 1.6 1 4 0.4 0.5 完形 No 1 
側辺直線気味先端で収束。袂りや
、浅い。逆剌鈍い。凹基無茎鏃。

27-11 横刃型石器 玄武岩 〈3.9〉 3.8 0.9 45.9 両端欠 N区 刃部両面加工、使用による磨耗が
観察できる。

27-12 横刃型石器 チャート 4.5 5.5 1.6 28 4 完形 No 3 
刃部両面加工、刃部刃毀著しい。

27-13 凹 石 安山岩 7.7 7.3 3.5 315 完形 No 7 
円礫で、 一面に(/)1. 5cmの凹状を
有す。

27-14 砂岩 11.6 8.8 1. 9 300 完形 Nol4 
偏平な円礫、両面に敲打痕有す。

27-15 打製石斧 安山岩 〈11.2〉 〈6.3〉 〈2.1〉 〈312〉 刃部欠 Nol3 
側辺両面加工。基端部磨滅著しい。
敷石の外縁に利用。

27-16 敲 石 安山岩 9.7 8.3 7.2 796 完形 No 4 
円礫、端部敲打痕著しい。

縁に使用されていた。 27-16は敲石で、握り挙大の円礫であり 、先端著しい敲打痕が観察できる。

以上、本住居址出土の遺物は縄文時代中期後半の系譜を継承している土器と、縄文時代後期初

頭の称名寺式土器、三十稲葉式土器に系譜をもとめる土器等が共存していることから、本住居址

の所産期を縄文時代後期初頭と考えておきたい。 （羽毛田伸）

註 1 平林彰 ・綿田弘美両氏の御教示による。

註 2 註 lに同じ
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゜
(1 :3) 10cm 

第1号敷石住居址出土石器実測図 (9-10は2: 3、他は1:3) 

第 2節 土 坑（第28~30図、図版十の1-7)

本遺跡からは7基の土坑が検出され、第 1地区3基、第 2地区4基とその分布は散漫である。

第 1号土坑は、第 1地区のう一11グリッド内より検出された。第 1号敷石住居址と重複関係に

あり南西部の一部を破壊して構築されている。断面は底面が凹凸した浅鉢状を呈し、深さ 14cmを測
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る。

覆土は 2層に分割され、 1層は黒色土層で、粘性弱く、ぱさぱさしており 、ローム粒子を含んで

いる。 2層はにぶい黄褐色土層で粘性があり、漸位層かもしれない。遺物は出土しなかった。

第2号土坑は、第 1地区、あー6グリッド内より検出された。平面形態は、径105cmの西方に凹

んだ円形を呈しており、溶結凝灰岩が多く露出している。断面は西方にやや深くなる浅鉢状で深

さ15cmを測る。覆土は 1層しか見られず、黒褐色土層で粒子粗く、ぱさぱさしており、ローム粒

子を含んでいる。遺物は出土しなかった。

第3号土坑は、第 1地区、うー9グリッド内より検出された。平面形態は長軸105cm、短軸79cm

の楕円形を呈し、長軸方位はN-33°―E を示す。底面は 3ケ所深い掘り込みが認められ、中央の

掘り込みが最も深く、約35cmを測る。覆土は 3層に分割され、 1層は黒色土層で粒子細かく、し

まりがあり、ローム粒子を含む。 2層はにぶい黄褐色土層で粒子細かく、しまりがあり 、ローム

粒子を含む。 3層は明黄褐色土層で粒子細かく、しまりがあり、ローム粒子を含む。この堆積は

自然堆積と考えられず人為堆積と思われる。遺物の出土はなかった。

第4号土坑は、第2地区、え一23グリッド内より検出された。平面形態は長軸156cm、短軸125

cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-ss・-wを示す。断面形は西方にテラスを有し、底面凹凸とし

た、深さ10~15cmを測る掘り込みである。覆土は 1層しか見られず、黒褐色土を基調にロー

@ 
!!./ s)  

u@い
＼ 

A' ー.疇―
B 瓢竺

IOY R2/1 黒色土陪 粘性弱〈バサバサしている。

ローム粒子を含む。

2 IOY R5/4 Iこぶい賀褐色土陪 粘性あり。（漸位附）

杞邸851m 

9 (1 :60) 1 m 

D1 

A
 

A' 

6 A' 

＄ 3 s 1 2 / 

///''~ 
I IOYR2/l 黒色土府 黒褐色土を基調に僅かにロ ーム粒子混入。粒子やや

細カ・〈、やや粘性あり。溶結i疑灰岩の風化小礫を催かに含む。

2 IOY R3/4 暗褐色土陪 貨褐色土と摂褐色土が同祉位い混入。粒子やや粗

〈、ややし士り、粘性あり。浴結凝灰岩の風化小媒を含む。

3 10YR2/3 黒褐色土陪 土列ややソフ ト。ローム粒子、溶結凝灰岩の風化

小礫を含む。

4 IOY R3/3 暗褐色土陪 貨褐色土と黒褐色土同祉位混入。土府ソフトてゃ

や粘性あり 。溶結i廷灰岩の風化小礫を含む。 ,p0.5-5cmの小礫を僅かに含む。

5 IOYR3/2 里褐色土を基調にローム粒子を混入。粒子やや細カ・〈、しま りあり 。

粘性ややあり。浴結i廷灰岩の風化小礫を僅かに含む。

6 JOY R3/4 摂褐色土層 貿褐色土を基調に僅かに焦褐色土を混入。

7 IOYR3/2 黒掲色土/i'l 5 Illに似ているが粒子がやや粗い
゜標窃844.3m

0 (1:60) lm . . 

A
 

第28図 第1・7号土坑実測図
D7 
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A A' 

翫
1 JOY R3/1 摂褐色土層 粒子租〈
パサパサしている。

ローム粒子含む。
柑塙844.9m 

0 (l:60) 1 m . . 

D2 

A
 

R
A
-
A
 `

 

A
-

I IOYR2/I 摂色土層粒子細か

くしまりあり。ローム粒子を含む。

2 IOYR4/3 にぶい煎褐色土層

粒子糾IIかくしよりあり 。 ローム粒子含む。

3 JOY R 6/6 明賀褐色土附 粒子細か

〈、しまりあり。ローム粒子含む。
椋1',843.9m
0 (1:60) Im 

D 3 

企嗣-麟疇△
1 lOY R2/2 摂褐色土を基調に値かに ローム粒子混入。

粘性、ややしまりあり 。溶結凝灰岩の凪化小礫｀

A
 

R
A
 

~ 
A' 

I IOY R2/2 摂褐色土を碁糊にローム粒子

を含む。粒子粗〈、やや粘性あり 。i容結
；駐灰岩のJl¥化小礫を含む。 ¢l-5cmの小
礫かに含む。

標話845.2m 

0 (I :60) 1 m 

D4 

A' 

,p3-8cmの小礫を含む。
揉邸844.2 m 

0 (1:60) lm 
' '  

標高844.3m

O (1:60) Im 

D5 D6 

第29図 第2-6号土坑実測図

ム粒子を含み、粒子粗く、やや粘性がある。溶結凝灰岩の風化小礫・僅かに ¢1~5cmの小礫を

含んでいる。遺物の出土はなかった。

第5号土坑は、第2地区、う・えー26グリッド内より検出され、第 1号溝状遺構を破壊して構

築されていた。平面形態は一辺205cmの方形を呈し、多くの溶結凝灰岩を含んでいた。断面は北方

が深く、南方に浅い掘り込みで、深さは10~2.5cmを測る。覆土は 1層しかみられず、黒褐色土を

基調に僅かにローム粒子を混入しており、 粘性 ・ややしまりがある。溶結凝灰岩の風化小礫・ ¢

3~8cmの小礫を含んでいる。遺物は、表面磨減しているためはっきりしないが縄文が施文され

た小片が 1点出土している。これは、流れ込みによるものの可能性が強い。

第 6 号土坑は、第 2 地区、いー26 • 27グリッド内より検出され、第2号溝状遺構を破壊して構
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築されている。平面形態は長軸211cm、短軸166cmの東部に突出部を

持つ楕円形を呈し、長軸方位はN―76°-Eを示す。断面形は、深さ

20cmを測る、舟底型を呈し、土坑内にはぎっしり挙大から頭大の溶結

凝灰岩がつまっていた。遺物は陶器の小片が 1片出土している。

第7号土坑は、第2地区、お一25・26グリッド内に検出された。平

面形態は底辺137cm、長軸363cmの東方に尖んがりをもつ隅丸三角形

ャ•
ふ‘崎そ; •.•·· ヽ.,ぶぶ；{! 素・ミ,,,
芯壼恥if<笠＼ゞ＼らq

9ゞ

1 緊岱怠緑
0 ,.(! :3) 5cm 
' . 

第30図第 7号土坑
出土土器拓影図

を呈し、長軸方位はN-67°-Wを示す。断面形は南方にテラスを有し、大きく上方に開く逆台形

を呈し、深さは55cmを測る。覆土は 7層に分割され、 1層は黒色土層で、黒褐色土を基調に僅か

にローム粒子を混入しており、粒子やや細かく、ややしまりがある。溶結凝灰岩の風化小礫を僅

かに含む。 2層は暗褐色土層で黄褐色土と黒褐色土が同菫位い混入しており、粒子やや粗く、粘

性・ややしまりがある。溶結凝灰岩の風化小礫を含む。 3層は黒褐色土層で土質ややソフト、ロ

ーム粒子・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。 4層は暗褐色土層で黄褐色土と黒褐色土が同量位い混

入しており、土質ソフトでやや粘性がある。溶結凝灰岩の風化小礫・僅かに</J0.5~5cmの小礫

を含む。 5層は黒褐色土層を基調にローム粒子を混入しており、粒子やや細かく、しまり・やや

粘性あり、溶結凝灰岩の風化小礫を含む。 6層は暗褐色土層で黄褐色土を基調に僅かに黒褐色土

が混入している。 7層は黒褐色土層で5層に似ているが粒子がやや粗い。遺物は、単節斜縄文の

施文された小片が 1点出土しているが、流れ込みによる可能性が強い。

以上土坑について述べてきたが、遺物の出土がほとんどなく、その所産期・性格については不

明である。 （高村）

第 3節 溝状遺構（第31~33図、図版十の8.十二の3)

西片ケ上遺跡からは、第2地区において 2墓の溝状遺構が検出された。

第 1号溝状遺構は、第2地区、うー25・26、えー26・27・28グリッド内において検出された。

第5号土坑と重複関係にあり、 D5により破壊されている。調査区の東方から西方に伸びており

西方の端は消滅しているものの重機により削平されてしまったものと思われ、さらに西方に続い

ていると考えられる。検出長は11m50cm、幅22~60cmを測る。断面形は逆台形を呈しており、覆

土は 3層に分割された。 1層は黒褐色土を基調に僅かにローム粒子が混入しており、 </>2~5cm'

の小礫、溶結凝灰岩の亜角礫を含み、粘性・ややしまりある。 2層はにぶい黄褐色土層で黄褐色

上を基調に僅かに黒褐色土が混入しており、粘性僅かに、しまりがある。 3層は灰黄褐色土層で

粒子粗く、砂粒を基調にローム粒子・ <I>0.5 ~8cmの小円礫を多く混入しており、溶結凝灰岩の

亜角礫と円磨作用を受けた礫を含んでいる。 3層の土層状態から、この溝は水が流れた跡と思わ
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旦-麟霧且 ヽ
c
 

C' 
s s s 

疇

R~ 

D' 

I JOY RZ/3 黒褐色土を甚調1こ僅かにローム

粒子混入。¢,2-5cmの小礫、溶結凝灰岩の

亜角礫を含む。粘性・ややしまりあり。

2 JOY R4/3 Iこぶい黄褐色土附 貿掲色土を

基調に僅かに黒褐色土混入。粘性僅かに

Li: りあり。

3 JOY R4/2 灰貿褐色土府 粒子粗〈、砂粒

を基調にローム粒子・¢,0.5-Bcmの小円礫を多

く混入。 i容結；廷灰岩の亜角礫と円磨作用を

受けた礫を含む。流水跡．

c‘ 

B' 

A
[
 

D
[
 

!:.__ .~ 
D' 
---

標芯¥844.3m

゜
(I: 120) 

ヽ

5m 

第31図 第1・2号溝状遺構実測図
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れ何かの水路と考えられる。遺物は

出土しなかった。

第2号溝状遺構は、第 2地区、い

-26• 27、うー27• 28・29、えー28

・29内において検出された。第6号

土坑と重複関係にあり、第6号土坑

により破壊されている。 この溝は第

第32図

1号溝状遺構と平行に走っており、第6号土坑から初まり西方

に伸びている。検出長は、 14m50cm、幅100~120cmと第 1号

溝状遺構より幅が広い。断面形は上部と中間と下部の3ケ所で

断面図をとったが、いずれも底面が凹凸で定形はみられなかっ

た。覆土はBB'面で第 1号溝状遺構と同様3層に分割された

が他のCC'面、 DD'面、 では 1層しかみられなかった。溝の

第33図

(I :3) 5cm 

号溝状迫構

土石器実測図

上部BB'面では 3層の砂粒を基調とした層が見られるため水の流れた跡と思われるが中間から

下部には見られず、 どう解釈してよいか不明である。遺物は単節斜縄文の施された深鉢の口縁部

付近 (32-1)、と玄武岩の分銅形打製石斧 (33ー 1)が出土しているが流れ込みによる可能性が

強い。 （高村）

第 4節 耕作土出土遣物（第34• 35図図版十二の4)

本遺跡の第 1地区東側は、黒色の落ち込みが全面にわたって見られたため、調査区の北面に沿

ってトレンチを入れてみた。 その結果、第III章第 1節基本層序で触れたように、 田にするための

埋土の土層であることが確認できたのであるが、

陶器が出土した。

その トレンチ内より縄文土器・土師器・須恵器・

縄文土器は多く出土しており、 そのうち無文土器が多数を占めている。第34図の拓影した土器

のほとんどは深鉢と考えられ、 34-1は口縁部の破片で、凸帯を一帯有し、磨消縄文がみられ、

沈線で区画し、 その中に縄文を残す。 34ー 2は口縁部の破片で、凸帯を一帯有し、縦の沈線で区

画し、綾杉文が施されており、 曽利系の土器である。 34-4は胴部破片で曲線を描く凸帯が観察

できる。 34-6~10は胴部破片で縄文が施文されている。 34ー 11は胴下部の破片で、磨消し縄文
Ill 

がみられ、胴下部まで文様区割が施されており、称名寺式の古い様相を示している。 34-12は木

葉痕のある底部である。 これらの土器のうち34-2• 4は縄文時代中期の土器片で、 34-1・5・
121 

11は後期初頭の土器片と考えられる。土師器には、武蔵系の薄手長胴甕の口縁部片と胴部片、内
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第34図 第1地区耕作土出土土器拓影図

面黒色研磨の坪口縁部片等がある。

須恵器は内外面タタキ目の見られない大甕の破片が

出土している。陶器には染付茶碗と新しい擢鉢が出土

している。

石器には、 35-1の末成品の打製石器があり、玄武

岩質である。長さ10.7cm、幅7.7cm、厚さ2.1cmを測

る。正面は周縁に粗い剥離を施してあり、裏面は主要

剥離を多く残し周縁には、 ニ・三ケ所に粗い剥離が施

されているだけである。 35ー 2は基部半分を欠損する

玄武岩質の打製石斧である。半分は欠損するが左右側

縁にくびれを有し、分銅形を呈すると考えられる。正

面は粗い剥離の後、周辺に細かな剥離が施されている

。刃部は下側縁で円刃形態を呈し、細かい刃こぼれと

使用による磨耗が著しい。 裏面も正面同様の加工が施

されるが中央に自然面を残している。

以上、耕作土出土遺物について述べてきたが、縄文

土器・土師器・須恵器などから周辺に縄文時代中期～

後期初頭、平安時代の遺構の存在が十分予想できる。

（高村）

註 1 平林彰・綿田弘美・ 三上徹也氏の御教示に

よる。

註2 註 1と同じ。

O (I :3) 5cm 
. ' ' 

三，

第35図 耕作土出土石器実測図
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第VII章曲尾III遣跡

第 1節竪穴住居址

1)第 1号住居址

遺構（第36・37図、図版十五・十六）

本住居址は調査区第 1地区中央北側、緩やかな尾根が、香坂川に落ちる、南斜面上に構築され、

ぉ・かー5グリッド内に位置する。尚、本住居址は傾斜面上の構築のため、略北半分は黄褐色ロ

ーム層を掘り込んであるが、南側は黒褐色土層を掘り込んでおり、確認の際、余儀なく上面を破

壊し、南側は床面と壁溝を留めるのみであった。

平面形態は、南北350cm、東西340cmを測り、北壁長325cm、南壁長345cm、東壁長360cm、西壁長

340cmの隅丸方形を呈し、長軸方位はN-12°―Eを示す。

覆土は 7層に分割でき、 1層はローム粒子僅、溶結凝灰岩の風化小礫を含み、土質は粘性を有

す。 2層は壁溝中の堆積で黒褐色土で、土質はしまりない。 3層は床面と考えられ、僅かに炭化

物・焼土を含み、土質は堅く、しまり、粘性を有し、 1~3層は自然堆積である。 4~5層は床

面下の堆積状態で、掘り方から床面を平坦面にするための人為堆積土層である。人為堆積の順序

は4'→5→ 5→4層であり、 4層は黒褐色土を基調にローム粒子、溶結凝灰岩の風化小礫混、粒

子粗い。 4層は黒褐色土で6・ 6'層の影響を受け、 4層より黒褐色土を多量に含み、粒子もやや

細かい。 5層はにぶい黄褐色土で、僅かに黒褐色土混、土質はソフトである。 5層は 5層に類似

しているが、土質はやや粘性を有す。以上のことから、傾斜面上に住居址を構築するにあたり 、

全面を掘り窪めず、ある程度床面を平坦にするため、計画性と省力化が4~5層の堆積状態から

窺われる。また、 6~7層は傾斜面から窪地に至る自然堆積状態を示している。

壁残高は 0~26cmを測り、残存部分では緩やかな傾斜で立ち上がり、壁体は堅固であった。壁

溝は幅8~17cm、深さ3.5~10cmを測り、北東コ ーナーから東壁・南壁・西壁・北西コーナーに

かけて巡らされ、断面形は「U」字状である。

床面は僅かに南に傾斜をもつ平坦面で堅固であり、特にカマド焚口周辺では僅かに土が盛り上

がり堅固であった。

ピッ ト は計 7 個検出された。そのうち柱穴と考えられるのは P2• P3• P4• P5・P7の5個で、
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1 lOY R2/l 黒色土層粘性あり。

ローム粒子僅かに・浴結凝灰岩の

風化小礫を含む。

2 JOY R3/2 黒褐色土府 ややしま

りなし。溶結凝灰岩の風化小礫

僅かにローム粒子を含む。

3 JOY R2/2 規掲色土陪 かた（しまり．

粘性ややあり。炭化物・（龍かに焼士・

浴結漉灰岩の風化

小礫催かに含む。

4 JOY R3/2 照褐色土を基調にローム

粒子・ 溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

粒子粗い。

4' IOY R2/3 黒褐色上陪 4陪より

黒褐色土を多乱に含み、粒子 b

やや細かくなる。

5 JOY R4/3 tこぶい苅褐色土を甚調

に摂褐色土僅かに混入。ぱさぱさ

している。ローム粒子多梵に・

溶結凝灰岩の風化小礫僅かに含む。

5' IOY R3/3 暗褐色土層 5府より

摂褐色土が多乱になり、含有物は

同じ。やや粘性をおびる。

6 IOY R3/l 黒褐色土府 住居址

構築当時の表土と思われる。

粒子密てやや粘性あり。溶結凝灰岩の風化小礫を含む。

10YR3/4 暗掲色土府 6府より摂褐色土を多屈に含み、 ,t,2~5cmの小礫を含む。

IOY R4/6 褐色土層 やや粘性あり。僅かに熱褐色土を含み、ローム府に至る漸位層。

lOY R4/4 褐色土層 4陪に類（以するが粒子粗(、 1ぷさばさしており、ローム粒子・黒褐色土 ・

浴結凝灰岩の風化小礫を含む。 (P-4)
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P1土層説明

I 7.5YR3/1 黒褐色土

庖 粒子細カ・〈、

粘性あり 。炭化物 ・

焼土を含む。

Z 7.5Y R4/3 褐色土附

粒子枡く、ローム

粒子、溶結i疑灰岩

の風化小礫僅かに

含む。

3 5 Y R4/Z 灰褐色土

附焼土・ローム

粒子，炭化物・

浴結凝灰岩の風化

小礫を含む。

僅かに灰を含む。

標窃879.7 m 

(I :80) 2m 

第36図第 1号住居址実測図
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I 7.5YR2/3 極暗褐色土府 やや粘性あり。 1僅かに焼土・ロ ーム粒子・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。
2 7.5YR4/4 褐色土層 ローム粒子多祉に・ 黒総色土・炭化物僅かに含む。

3 JOY R4/6 にぶい黄橙色土層 ローム粒子プロック状に含む。

4 7.5YR4/3 褐色土層 粒子粗（、ロ ーム粒子多梵に・焼土僅かに含む。

5 5YR3/4 暗赤褐色土府 焼土多絨に・炭化物を含む。

6 IOYR3/4 暗褐色土層 粒子細かく ・粘性あり（粘土プロック）僅かに焼土を含む。

7 IOYR3/2 黒褐色土層 床面か？しまりあり、僅かにロ ーム粒子を含む。

8 5 YR3/4 暗赤褐色土陪 焼土多位に含む。

9 JOY R3/2 黒褐色土附 僅かに ローム粒子 ・粘土を含む。（カマド袖石補強土）

10 JOY R4/3 にぶい貿褐色土府 ローム粒子多祉に含む。

11 2.5 Y RS/8明赤褐色土層 ローム層が火熱を受けて赤褐色に変色（火床）

12 IOYRZ/1 黒色土層 粒子細か〈粘性あり。
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第37図 第 1号住居址カマド実測図
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P7は入口の施設に伴う柱穴とも考えられる。 P2は26x 30cmの楕円形を呈し、深さ12cmを測り、

覆土は暗褐色土で、ローム粒子・焼土を含み、やや粘性を有する。 P3は34X 48cmの楕円形を呈し、

深さ10cmを測り、 覆土は褐色土で、ローム粒子 ・黒褐色土 ．溶結凝灰岩の風化小礫を含み、土質

は粒子粗く 、ソフ トである。 P5は20X40cmの不定形であり、深さ15cmを測り、覆土は暗褐色土で

ある。各々の位置は、 P2は北西コーナー壁下30cm隔てた位置、 P3は南西コーナー壁下25cm隔て

た位置、 P4は西壁中央で、 P5は南西コーナー壁中で検出された。 P7は南壁中央より15cm隔てた

位置で検出され、 25X38cmの楕円形を呈し、深さ55cmを測り、中位でテラスを有し、軸が南西に

傾いている状態で検出された。覆土は 2層に分割され、中位テラスの所で、下層は黒色土層、粒

子細かく、粘性がある。上層は黒褐色土で、ローム粒子混、粒子粗い。その他に性格を異にする

Plが北東コーナーで検出された。 Plは略60cmの円形を呈し、深さ22cmを測る、擢鉢形であり 、

東西に 1個づつ円磨作用を受けた、扁平な亜角礫の溶結凝灰岩が、逆「ハ」の字状に向き合う形

で設置されていた。覆土は 3層に分割され、 1層は黒褐色土層で、炭化物 ・焼土を含み、土質は

粒子細かく、粘性を有する。 2層は褐色土層で、ローム粒子・溶結凝灰岩の風化小礫を含み、粒

子粗い。 3層はにぶい黒褐色土で、焼土・ローム粒子 ・溶結凝灰岩の風化小礫が混、僅かに炭化

物・灰を含む。 Plは灰の堆積が少ないこと、二個の石の配置等から灰落しとは考えにくく、カマ

ドの補助的機能として用いられたとも考えられる。また、 P6は略20cmの円形で深さ15cmを測るが、

性格を判明するには至らなかった。

カマドは北壁中央と床面を掘り込み構築されていた。残存状態は天井部は崩落しているが、他

は略良好である。規模は主軸95cm、袖部幅98cmを測り、主軸方位N-26°-Eを示す。煙道部は北

壁体中央を緩い山形状に掘り込み、カマド奥壁に添って、段を有した緩やかな傾斜で立ち上がる。

袖部は20個近い、亜角礫の溶結凝灰岩で構築され、補強土として、カマドセクション図 9層、ロ

ーム粒子、粘土を含む黒褐色土で、袖部を覆ったと考えられる。袖部石の配置状態は、左右二列

に石を配し、略平行に石の傾斜は左右「ハ」の字状に向き合うように、左側で18cm、右側で15cm

ローム面を掘り込み、左袖石は12層で固定され、右袖石は10層で固定されており、左右二列の石

の間には 8層の焼土を含む暗赤褐色土層が堆積していた。器設部は旧状を留めていないが、 18X

35cmの扁平な亜角礫の溶結凝灰岩が天井石（かまち石）と考えられる。支脚石は検出されなかっ

たが、カマド掘り方の火床面下中央の 3個の凹跡が、支脚石の埋まっていた痕跡とも考えられる。 、

火床面の範囲は42X57cmの楕円形を呈し、深さ 5cmを測り、 11層明赤褐色土層である。

遺物の分布は甕38ー 1 ·2·3• 4・5はカマ ド内より出土、甕38-2はカマド焚口から南西

50cmの位置で出土、他の甕破片は略カマド内より出土、坪38-7 は略床面中央、 38-8• 9・10・ 

13はカマド内より出土、 38-12は南西コーナー北側に位置する。以上のことから、甕・坪の出土

はカマド内に集中する傾向が看取できる。
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第 6表 曲尾III退跡第 1号住居址出土土器観察表

悶賢 器種 法砿 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

20.0 頸部外～口辺部にかけ「コ部」の字状 外内｝斜頸頸位部部～口辺辺ズ部部LJ ヨコナデ、 胴部ナデ調整。
回転実測B。

38-1 甕 〈12.5〉に反する。最大径胴上 に有す。 ～ロ ヨコナデ、胴上部横位～ カマド煤内
ヘラケ ）。 内外面 付゚着。

?t爛頸外部反～口辺部にかけ上「コ部」の字有状に 外内｝ 頸頸部部ス～～、口口胴辺辺中部部央ヨヨ部ココ縦ナナ位デデへ、、胴l部ナデ調位整へ。回転実測B38-2 甕 する。最大径胴 にす。
ラケリ ラ同ケ上ス部リ横。 カマ僅ド、P才l゚内某付。外倍面口

縁部か1- 0 

?~: 嘉頸部外～口辺部にかけ「コ」の字状 外内｝ 頸頸部部ス～口辺辺部部ヨコナデ 回転実測B
38-3 甕 に反する。 ～ロ ヨコナデ、胴上部横位へ カマド内煤。付外着゚面口縁部

ラケリ。 僅かに 。

頸がし部外め～口辺部にかけ 「コ」粂大の字状 外内｝ 頸頸部部ス～口辺辺部部ヨコナデ、胴胴部上ナ部デ横調位整へ。回転実測B。
〈(188..80〉) 反する。口唇部に一 の胴沈線 ～ロ ヨコナデ、 No3.ll付。

38-4 甕 ぐすらされている。最 径上 ラケリ。 外面煤着。
部に有 。

頸がに部外め～口辺部にかけ 「コ」粂大の沈字状線上 外内｝斜頸頸位部部～口辺部ヨコナデ、胴胴部上ナ部デ横調位整～。破片実測A。No3.11 

悶悶 反する。口唇部に一の ～口辺部ヨコナデ、
カマ ド僅能、象3性かj8離-有に著煤す4し。付とし接外合面38-5 甕 有ぐすらされている。最 径胴 ヘラケズリ。 関係付可部に 。
煤面胴着部 着ヽ。。内

外内；胴ナ下デ部調縦整位。ヘラケズリ、底部ヘラケズ
回転実測A

38-6 甕 〈3.9〉 カマド付内着。゚外面底部僅
4.6 リ。 かに煤 。

13 6 体部内弯外傾、端部僅かに外反。 靡｝ 黒色研磨。 完全実測。
38-7 坪 3.9 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り。 No5.6.7色。

5.8 胎土、明褐 。

(14 2) 体部内弯外傾、端部内稜有す。 靡｝ヘラミガキ。 回転実測B。
38-8 坪 4 3 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り。 カマド内。

6.2 胎土、明褐色。

(13.8) 体底部部内内弯面外中傾央凸、端気部味僅。かに外反。 靡｝ヘラミガキ。 回転実測B。
38-9 坪 4.3 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り。 カマド内。

6.2 胎土、明褐色。

13. 9 1稜本部を内有弯す外。傾器肉、端厚部い僅。かに外反し 靡｝し黒色研磨。 完全実測雲黄褐母。カマド英内。38-10 坪 4.3 ロコロヨコナデ、底部整回転糸切り（離 胎緋土、 色含、石 、
6.0 糸切り）の後ナデ調 。 石、。

(12.4) 貼付肉厚高台、｛本部内弯外傾、 口辺部
外内｝糸黒体部色研丁磨寧。な斜位ヘラミガキ、底部回転

回転実測B麿。カマド内
38-11 坪 6.4 器い。 胎輝土、 雲黄褐母 、石英、(6.4) 切り。 石、。

貼付高台 靡｝黒色研磨。 回転実測B。
38-12 坪 〈2.2〉 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り。 No 2。

6.8 胎土にぶい褐色。

貼付高台 贋｝ 黒色研磨。 胎回内転土面実剥測A。カマド内38-13 坪 〈4.0〉 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り。 離著しい。
7.2 、明褐色。

遺物（第38図、図版十九）

本住居址からは土師器坪・甕のみが出土した。このうち13点を図化した。

甕については頸部から口辺部にかけて「コ」の字状に外反しているものが総てである (38ー 1.

2•3•4•5)。口縁端部に 2 つの形態がみいだされ、外面に沈線のあるもの (38-4·5) な

いもの (38- 1 • 2・3)があり、他の口縁部破片にも同じ区別ができる。このことは製作者の

癖なのか、地域差なのか、時間差なのか、今後の研究にまかせたい。また、いづれも頸部～口縁

部にかけて、「コ」の字状に外反する変換点を 1単位とした粘土帯で成形されており、接合部はヘ

ラによって引き締めてあり、凹状に条をなしている。調整は内面口縁～頸部にかけヨコナデ、 胴
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部ナデ調整、外面口縁～頸部ヨコナデ、胴上部から中央部にかけ、横位から斜位のヘラケズリに

変化していき、胴下部は縦位のヘラケズリが行なわれていたと考え られる。尚、最大径はいずれ

も胴上部に位置する。

坪については平底 (38-7·8·9·10) と高台付坪 (38-11• 12 • 13)の2タイプに分かれ、

平底坪をさらに細分すると、内面黒色研磨の施された (38-7・10)、内面ヘラミガキの施された

(38-8・9)がある。いずれも底部回転糸切りであるが、 38-10は回転糸切りのうちの離し糸切

りである。尚、 38ー10は38-7・8・9の胎土明褐色とは異なり黄褐色であり、器肉も厚く石英・

輝石・雲母が含んでいることから製作地の違いが感じられる。高台付坪についても細分してみる

と、いずれも内面黒色研磨で回転糸切りの後、付け高台であるが、高台部の長い38-11・12と短

い38-13に分かれる。尚、 38ー11は調整について他の坪とは異質であり、胎土は、 38-10に類似性

が認められ、外面調整は他の坪はロクロヨコナデを行うだけであるのに、ロ クロヨコナデの後、

体部横位のヘラケズリを行い、その後斜位の丁寧なヘラミガキが施されていることから系譜の異

なる高台付坪と考えられ、出土例の増加を待って後述したい。

尚、本住居址において須恵器及び須恵器片が 1つも出土してい、ないことは特筆され、この住居

址の一つの性格を知る手掛りになるとも考えられる。

以上、本住居址出土の甕の口縁部が明確な「コ」の字条口縁になることと坪の内面黒色処理が

粗雑化し、処理のなされない坪が存在することなどから、一応、所産期は 9世紀中葉~10世紀初

頭と考えられる。 （羽毛田伸）

第 2節土坑（第39・40図、犀版十七）

本遺跡からは、土坑が 9基検出されている。第 1地区に 7基、第2地区に 2基と第 1地区に多

くみられる。

第 1号土坑は、第 1地区、えー6グリッド内に位置し、長軸155cm、短軸114cmの不整楕円形を

呈する。長軸方位はN-46°-Wを示し、深さ60cmを測る。断面形は上方に広がった「U」字形を

呈する。覆土は 2層に分割され、自然堆積と思われる。 1層は黒色土層で粘性があり、黄色パミ

スを多量に含んでいる。底面には 2ケ所の窪地があり、遺物は出土していない。

第 2号土坑は、第 1地区、おー6グリッド内に位置し、長軸155cm、短軸128cmの楕円形を呈す

る。長軸方位はN-48°-Wを示し、深さ27cmを測る。断面形は浅い舟底型を呈する。覆土は 3層

に分割される。 1層は粘性のやや弱い黒褐色土層で、 2層は同じく黒褐色土層であるが、粘性が

あり、ローム粒子・パミスを含む。 3層はにぶい黄褐色土層で、粘性があり、パミスを含む。遺

物の出土はなかった。
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第3号土坑は、第 1地区、きー4グリッド内に位置し、長軸126cm、短軸112cmの楕円形を呈す

る。長軸方位はN-74"-Wを示し、深さ40cmを測る。断面形は逆台形状に落ち込んでおり、土坑

の西側半分位いまで大きな岩が存在している。覆土は 2層に分割され、 1層は黒色土層で粘性が

あり、パミスを含む。 2層は暗褐色土層で粘性があり、 パミスを含む。遺物の出土はなかった。

第4号土坑は、第 1地区、きー6グリッド内に位置し、長軸115cm、短軸84cmの楕円形を呈する。

長軸方位はN-70"-Wを示し、深さ24cmを測る。東側に一段のテラスを有し、北側が高い傾斜面

に構築されている。断面形は浅い浅鉢状を呈している。覆土は 3層に分割され、1層は黒色土層

で粘性があり、パミスを含む。 2層は灰黄褐色土層で粘性があり、ローム粒子を多量・パミスを

含んでいる。 3層は灰黄褐色土層で粘性があり、パミスを含んでいる。遺物の出土はなかった。

第5号土坑は、第 1地区、きー7グリッド内に位置し、 北側が高い傾斜面に構築されている。

平面形態は、長軸117cm、短軸87cmの楕円形を呈し、長軸方位N-59°-Wを示す。深さ15cmで浅い

舟底型の断面形を呈す。覆土は 2層に分割され、 1層は黒色土層で粘性があり、パミスを含む。

2層は灰褐色土層で粘性があり、 パミスを含む。 遺物の出土はなかった。

第6号土坑は、第 1地区、か・きー8グリッド内に位置し、北側が高い傾斜面に構築されてい

る。平面形態は、長軸161cm、短軸103cmの南西方向にやや角張る楕円形を呈し、長軸方位はN-

43• ―Eを示す。断面形は、深さ21cmの浅い舟底型を呈する。覆土は 2層に分割され、 1層は黒色
土層で粘性があり、パミスを多凪に含んで土坑の大部分を充填している。 2層は褐色土層で

粘性があり、パミスを含む。遺物の出土はなく、その時期・

性格は不明である。
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一~璽I IOYRl.7/1摂色土陪 粘性あり 。

パミスを含む。

2 IOY R3/3 暗総色土附 粘性あり 。

バミスを含む。 標硲879.3 m 
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第39図 第1-3号土坑実測図
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2 JOY R3/3 暗褐色土府 粘性あり。
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I IOYR2/l 黒色土府
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パミス含む。

I JOYRZ/1 黒色土層粘性あり 。

粘性あり 。ローム粒子多祉にパミス含む。 パミスを含む。

3 JOY R5/2 灰貿褐色土附 2 JOY R5/2 灰黄褐色土府 粘性あり。

粘性あり バミスを含む。
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1 JOY RZ/1 黒色土府 粘性あり。

パミスを多益に含む。

2 JOY R4/4 褐色土層 粘性あり。

バミスを含む。
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I JOY R2/I 謀色土層粘性あり。茶褐色

バミス多乱に含む。

IOY RS/2 灰賀褐色土陪 粘性あり。

ローム

プロック

1 JOY R2/1 県色土府 粘性ややあり。

q,0.2~0.5cmの軽石・僅かに炭化物含む。

!' JOY R2/2 謀褐色土府 粒子細か〈、

粘性ややあり 。軽石な し。

2 IOY R3/4 暗褐色土附 粒子粗〈烈色土僅かに混入。q,0.2~0.5cmの軽石を含む。

3 lOY R4/3 にぶい貨褐色土陪 貨褐色土を基調に僅かに黒褐色土混入。

4>0.2~0.5cmの軽石を含む。

D9土層説明

1 JOY R2/1 黒色土陪粘性あり、 q,0.2~3cmの経石を含む。

!' 10YR2/2 謀褐色土肘 粒子細かく、粘性ややあり 。

2 JOY R3/4 時褐色土府 粒子細く、焦色土僅かに混人。 q,0,2~0.5cmの

A' 

JOY R4/3 にぶい質褐色土府 粘性あり 。 軽石含む。

ローム粒子 ・バミスを含む。 杞窃877.9m 3 IOYR4/3 にぷい貨掲色土府 貿褐色土を基調に僅かに黒褐色土混入 椋窃874.9 m 

O (I :60) Im ¢0.2-Icmの経石を含む。 0 (1:60) lm 
．．  

D7 D8 •9 

第40図 第4-9号土坑実測図

第7号土坑は、第 1地区、かー7グリッド内に位置し、北側に高い傾斜地に構築されている。

平面形態は、径170cmの円形を呈し、断面形は深さ43cmの舟底型を呈する。覆土は 3層に分割さ

れ、 1層は黒色土層で粘性があり、茶褐色パミスを多量に含む。 2層は灰黄褐色土層で粘性があ

る。 3層はにぶい黄褐色土層で粘性があり、ローム粒子・パミスを含む。遺物の出土はなかった。

第8号土坑は、第2地区、かー13グリッ ド内に位置し、第9号土坑と重複関係にあり、第9号

土坑により西側部分の一部を破壊されている。 平面形態は、長軸189cm、 短軸120cmの楕円形を
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A 

標函840.0m

0 (I :60) 
2m 
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呈し、長軸方位はN-29°-Eを示す。断面形は、深さ25cmの舟底型を呈す。覆土は 3層に分割さ

れ、 1層は黒色土層で粘性ややあり、 cf>0.2-0.5cmの軽石と僅かに炭化物を含む。2層は暗褐色

土層で粒子粗く黒色土が僅かに混入している。 c/>0.2~2cmの軽石を含んでいる。遺物の出土は

なかった。

第9号土坑は、第2地区、かー13グリッド内に位置し、第8号土坑の一部を破壊して構築され

ている。平面形態は長軸194cm、短軸140cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-73°―Eを示す。断面

形は、深さ37cmの舟底型を呈する。覆土は 3層分割され、 1層は黒色土層で粘性があり、cf>0.2 ~3 

cmの軽石を含む。 l'層は黒褐色土層で、粒子細かく 、粘性がややある。 2層は暗褐色土層で粒子

粗く、黒色土僅かに混入している。 cf>0.2 ~0.5 cmの軽石を含む。 3層はにぶい黄褐色土層で黄

褐色土を基調に僅かに黒褐色土が混入しており、 c/>0.2~lcmの軽石を含んでいる。遺物の出土

はなかった。

以上、 9基の土坑について述べてきたが、遺物の出土が皆無であることや、土坑の形態等には

つきりした共通性もみられず、その所産期及び性格について言及することができない。 （高村）

第 3節礫群 （第41図、図版十八の1-3)

本礫群は、第2地区、いー12・ 13、うー13~15、えー13~17、おー14~17、かー16グリッド内

より検出された。平面形態は北東の傾斜地上面から蛇行しながら南西の沢地の方向へ伸びており、

検出長は23m50cm、最大幅 6m、最小幅60cmを測る。礫は拳大から頭大のものが多く、南西の沢

地付近には、畳半畳分ほどの大きな板状の礫がいくつもある。石質は白倉盛男氏の鑑定によると、

すべて溶結凝灰岩で扁平な節理面をもつものが多いとのことである。これらの溶結凝灰岩はロー

ム層にちょっとくい込むか、直上にあり、礫の下方に掘り込みなどの落ち込みは見られなかった。

また、遺物も皆無であった。以上のことから、地形的にも僅かな沢に沿って存在すること、また、

礫がローム層に平行もしくは下方か上向きの状態で石と石が重なり合っていること、傾斜面の下

方に比較的大きな礫が存在することなどから、この礫群は自然地形による押出しと判断できる。

その他、出土遺物としては、耕作土中より無文の縄文土器片が出土しているだけである。

（高村）
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第V11I章曲尾 I遺跡

第 1節竪穴状遣構

1)第 1号竪穴状遺構 （第42図、図版

二十二の1)

本遺構は、発掘区域内台地の西寄り 中央

付近に位置 し、 え • おー 8・9グリッド内

より検出された。平面形態は、東西246cm、南

北386cm、北壁長227cm、南壁長204cm、東壁

長357cm、西壁長378cmを測り 、南北に長い

隅丸長方形を呈する。長軸方位はN-6'―
Eを示す。

壁は緩やかな傾斜をもって立ち上がり 、

深さ12~40cmを測る。床面の状況は、平坦

でなく 、やや北から南にレベルを低下させ

ている。 付属施設としての炉 ・カマ ド等の

火を使用した痕跡をもつものは何もなかっ

た。また、ピ ット・ 柱穴等の掘り込みも確

認されない。

/o:, R 

A
 

A' 

A
-

B
'
 

B
、＇ A' 

I JOY R4/3 にぶい質褐色土府 黄褐色土いlj掲色土の混入。

粒子点11(.(ややしより、粘性あり。

（人為堆積）

揉邸893.3m

0 (I :so) 2 m 

第42図 第1号竪穴状迫構実測図

覆土は 1層しかなく 、にぶい黄褐色土層

で黄褐色土と黒褐色土が混入しており 、粒

子粗く、ややしまり ・粘性がある。この土層観察より人為堆積と思われ、人の手により埋めもど

されたもの と判断する。

遺物はプラスチックのはし、マルチなどが出土しており、この遺構は、現代、少なくとも戦後

のもの と思われる。 （高村）

第2節 土坑 （第43~45図、図版二十一の2・二十二の2-8・二十三の1)

曲尾 I遺跡からは 8基の土坑が検出されている。いずれも発掘区の中で西方に急傾斜になる12

64 



列以東の緩やかな台地縁辺部に存在する。

第 1号土坑は、調査区北側、うー11グリッ ド内に位置し、長軸140cm、短軸120cmの円形に近い

楕円形を呈する。長軸方位はN―84°―Eを示し、断面形は深さ15cmのやや東にレベルを低下させ

る舟底型をなしている。土坑の北側に口縁部東方に向けて縄文土器 (45ー 1)が横転しており、

上半分は耕作等に破壊されたもようで、ほぽ半分が底面よりやや浮いた状態で残存していた。こ

の土器の充填土をふるいにかけてみたが何も発見できなかった。出土した縄文土器は、キャ リパ

ー形の深鉢で全器形を知り得た。口縁部は 2種類の把手を有した突起が 4ケ所につく口縁で、ロ

縁部と胴部の文様帯は

2条の横走する沈線で

区画されている。口縁

部の文様は沈線と凸帯

の組み合わせによる、

くずれた渦巻文が描か

れ、磨消縄文が施され

ている。胴部にも磨消

縄文が見られ、沈線に

よる「n」文が交互に

描かれ、胴部において

も2区画を意識しはじ

めた文様帯と思われ

A
 ¥： 
A - A' 

ニ囀I IOYR3/4 暗褐色土府 粒子粗く、やや L

まり粘性あり 。ローム粒子・僅かに炭化物を

含む。 標高894.7m 

0 (1:30) lm 
' ' 

01 

A
-

[）
A
l
 

A
- A-

D2 

A
- 口

④ 

A' 

A
-

A
-

D3 第1-4号土坑実測図

A' 

D4 
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る。「n」文間には蕨手文が施されており、縄文はLR縄文である。口縁部と胴部の文様帯が2

つに分かれてしっかり施文されていることと、胴部においても 2つに分れることを意識しはじめ
(1) 

ていることなどから、加曽利E式III期の特徴をそなえているといえる。 以上土坑内にキャリ パー

形深鉢を埋めてある本土坑は土拡墓としての
(2) 

性格が強いものと考える。

第2号土坑は、うー 9グリッド内に位置し、

長軸200cm、短軸95cmを測る隅丸方形を呈す

る。 長軸方位はN-2°-Wを示す。 断面

A
 

形は深さ48cmを

測り 、底面がほ

五〗二□
@ 

覆土は 2層に分 冒冒冒冒冒冒.-
割され、 1層は

1 lOY R2/3 摂褐色土府 粒子細か〈

粘性、しよりあり。 ,p0.2-0.Scmの

黒褐色土を基調 を含む。

軽石 ・僅かに溶結凝灰岩の風化小蝶

揉窃892.6m

゜に溶結凝灰岩の
. (1 :60) 1.m 

06 

風化小礫を含み、粒子粗く、ロー

ム粒子を含む。 2層は褐色土層で

、黄褐色土を基調に黒褐色土を含

む。粒子粗く、やや粘性がある。

¢0.5 ~3cmの軽石・溶結凝灰岩

の風化小礫 ・ローム粒子を含む。

遺物の出土はなく、その所産期 ・

性格は不明である。

第 3号土坑は、発掘区上面の台

地上、西南に位置し、か・きー9

グリッド内より検出された。平面

形態は、長軸255cm、短軸171cm

の楕円形を呈し、長軸方位はN-

80° ―Eを示す。断面形は深さ64
cmの逆台形を呈する。覆土は 2層

A
-

I IOY R2/2 烈褐色土を基岡にローム粒子僅かに ,J,0.2-0.5cmの軽石'i容結；廷灰岩

の小礫．僅かに炭化物を含む。粒子細かくやや粘性あり。

2 IOYR 3/3 暗掲色土府 楳褐色土と貿褐色土が半分位混入。粒子ややネl1〈、やや

粘性あり。炭化物催かに ,p0.2-3cmの軽石 ・溶結凝灰岩の風化小礫、ローム粒子を含

3 IOY R4/4 褐色土府 筑褐色土を基調に僅かに!!A褐色土混入。やや粘性あり 。

,J,0.2-0.Scmの軽石 ・i容結凝灰岩のI乱化小礫・ 僅かに炭化物を含む。

4 IOY R2/l 黒色土層 黒掲色土を基調1こ僅かにロ ーム粒子を含む。やや粘性あり。

砂 .2-0.3cmの軽石 ・溶結溢灰岩の凪化小礫．僅かに炭化物を含む。

5 IOYR2/3 摂褐色上を基調にローム粒子を含む。粒子やや粗〈． やや粘性あり。

,p0.2-0.5cmの軽石 ・溶結凝灰岩の風化小礫を含む。 標窃892.7m

0 (I :60) Im . 

D5 

A
-

A員三~三I~

A' 

R
 

I JOY R2/3 摂褐色土を甚調にローム粒子僅かに、溶結i廷灰岩の屈化小礫．

軽石を含む。ややLiり・粘性あり。

D7. 8 栢高890.9m

0 (1:60) Im 
. . 

第44図 第5-8号土坑実測図
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に分割され、 1層は黒褐色土を基

調に溶結凝灰岩の風化小礫・</>0. 

2 ~0.5 cmの軽石・ローム粒子・

炭化物を含み、粒子粗く、ややし

まり、粘性がある。 2層は褐色土

層で黄褐色土を基調に黒褐色土を

含む。 ¢0.5~lcmの軽石を僅か

に・</>0.2 ~0.5 cmの軽石・溶結

凝灰岩の風化小礫を含む。遺物の

出土はなかった。

第4号土坑は、発掘区上面の台

地上、東北に位置し、い— 4 グリ

ッド内より検出された。平面形態

は東西227cm、南北215cmの三角

形に近い不整形である。平面・断

面形態・土層観察等により、本土

坑は、風倒木の痕跡と思われる。

第5号土坑は、発掘区上面台地

の東北に位置し、あ• いー2グリ

ッド内より検出された。平面形態

は長さ320cm、幅100cmの不整形

を呈し、最深長75cmを測る。この

土坑も、第4号土坑と同様、平面

・断面形態・土層観察より、風倒

木の痕跡と思われる。

第6号土坑は、発掘区上面の台

地の東北部、第5号土坑の南、い

-2• 3グリッド内より検出され

た。平面形態は長軸139cm、短軸

96cmの楕円形を呈し、長軸方位N

-53°-Eを示す。断面形は深さ

17cmの底面凹凸のある浅鉢状を呈
゜

(I :4) 10cm 

第45図 第1号土坑出土土器土土器実測図
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している。覆土は 1層しかなく、黒褐色土層で粒子細かく、粘性・しまりがあり、 ¢0.2-0.5cm 

の軽石・僅かに溶結凝灰岩の風化小礫を含んでいる。遺物の出土がなく、所産期・性格は不明で

ある。

第 7 号土坑は、発掘区上面の台地の東南部に位置し、えー 2• 3グリッ ド内よ り検出された。

第8号土坑と重複関係にあり、第 8号土坑の北西部の一部を破壊して構築されていた。平面形態

は長軸206cm、短軸102cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-82'-Wを示す。断面形は深さ32cmの逆

台形を呈する。遺物の出土がなく、その所産期・性格は不明である。

第8号土坑は、第 7号土坑の南に位置し、えー2・3グリッド内より検出された。第 7号土坑

と重複関係にあり、北西部の一部を破壊されている。平面形態は長軸157cm、短軸100cmを測る楕

円形を呈し、長軸方位はN-37'-Wを示す。断面形は深さ44cmの逆台形を呈する。遺物の出土が

なく、その所産期・性格は不明である。 （高村）

註 1 三上徹也氏の御教示による。

註2 註 1と同じ

第 3節 曲尾 I• III遺跡耕作土及び表採遺物 （第46・47図、図版二十三
の2・二十四の1・2)

曲尾 I遺跡において、縄文時代前期から後期にかけての遺物が出土している。前期に比定され

るものには47-1・2があり 、混和材として繊維を含み、 2は花積上層式と考えられループ縄文

が観察でき、 前期前葉の土器である。 中期に比定されるものには47-3・4・5・6・7・8・ 

9 があり、 3·4·5• 6はLR縄文を地文に隆起帯もしくは凹線によって区画、磨消しを施し

ており加曽利EIII~IVに属する土器といえよう。 8・9は綾杉文もしくは条線文が施文されてお

第7表 曲尾 I・III迫蹄、耕作土及び表採石器観察表

柿図 追跡名
器種 石質

最大長 最大幅 最大厚 重批
欠損状態 備 考番号 出土位置 (cm) (cm) (cm) (g) 

46-1 醜 III表採 打製石斧 玄武岩 〈9.0〉 〈5.0〉 〈13〉〈103.1〉刃部欠 短側冊辺形に剥を離呈調す整と思。行わ装れ部、!自!!II辺然扶面をり多を有く残す。し、

46-2 曲尾III表採 打製石斧 玄武岩 〈10.2〉 〈5.6〉 〈16〉〈54.3〉碁刃部9器音じ欠 短冊｛形削辺を呈 す雌と思調われ、 自然面を多く 残し、 1こ剥 整。

46-3 曲n地尾区表採rn 打製石斧 玄武岩 〈8.1〉 〈6.0〉 〈1.5〉〈97.4〉 基端部欠 短磨冊滅形が認を呈すと思われ、 刃部円刃、 刃而められる。

46-4 曲尾I表採 打製石斧 玄武岩 〈6.3〉 〈5.0〉 〈1.0〉〈62I〉 碁刃部音じ欠 自然面を多く残し、側辺に剥離調整。

46-5 曲尾I表採 打製石斧 玄武岩 15.1 5.6 1 5 221 刃部僅欠 短剥冊離形調整を呈。煤し付、昨自然側辺面1粁を滅多がく残認めし、ら側れ辺るに。

46-6 曲尾I表採 打製石斧 玄武岩 〈11.5〉 〈4.7〉 〈12〉〈77.9〉 片側辺欠 分JI同形を呈すと忠われ、刃面磨滅が認められる。

46-7 曲尾I表採 打製石斧 玄武岩 〈8.1〉 〈5.0〉 〈20〉〈1088〉刃部欠 短冊形側辺を呈刻すと思調われ、 自然面を多く残
し、 に離整。

46-8 曲尾I表採 磨製石斧， 舷色片岩 〈215 〉 乳棒状磨製石斧の可能性有り 。

46-9 曲尾I表採 多孔石 溶i疑灰結岩 <183~.7〉 0.8凹-1犬LScmの径を個有し哀、深面 さ05-1.Zcm 
の が表面に 8 、 に 6f固有す。

46-10 曲尾I表採 石 皿 溶複足灰結岩
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曲尾 I・III遺跡耕作土及び表採石器実測図 (1-8は 1: 3、 9 -10は1: 8) 

り曽利系に属する土器と考えられ、 47-8は粗い「ハ」の字状文であることから曽利V式といえ

よう。後期に比定されるものに47-10• 11があり、 口辺部に隆起帯が横位に一条施され、胴部に

縄文が施されていることから後期初頭と考えられる。

石器においては46-4~10が出土しており、4・5・6・7は石質玄武岩の打製石斧である。

46-8は石質緑色片岩であり、乳棒状磨製石斧の可能性もある。

以上曲尾 I遺跡の耕作土及び表採遺物から、縄文時代前期～後期にかけ間断はあったが洪積台

地上に生活が営まれたことが窺われる。

曲尾III遺跡においては、 46-1~ 3の石質玄武岩の打製石斧が出土している。 （羽毛田伸）

註 1 福島邦男氏の御教示による。
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第8表 曲尾 I遺跡、耕作土及び表採土器拓影図観察表

悶腎 迫出土跡位名昭 器種、部位 文 様 時 期 備 考

47-1 曲尾I・表採 深鉢・胴部 縄文前期 混和材として繊維含。

47-2 曲尾I・耕作土 深鉢・ロ辺部 縄文、ループ文
縄文前期 混和材として繊維含、

花柏上陪式 複合口縁。

47-3 曲尾I・表採 深鉢・ロ辺部
LR縄文を地文に隆起帯によって区画。

縄文中期後葉
加曽利E系土器

47-4 曲尾I・表採 深鉢・ 口辺部
隆起帯によって区画、中に縄文を残す。

縄文中期後葉
加曽利E系土器。

47-5 曲尾I・表採 深鉢・胴部
LR縄文を地文に、 3本の縦位凹線が施こされ

縄文中期後葉 内面煤付者
磨消を施こす。加曽利E系土器。

47-6 曲尾I・表採 深鉢・胴部
LR縄文を地文に、垂下する凹線が2区画有し

縄文中期後葉 内面煤付粒
磨消を施こす。加曽利E系土器。

47-7 曲尾I・表採 深鉢 ・胴下部
LR縄文を地文に、縦位の凹線2本有し、凹線 縄文中期末葉

内面丁寧なナデ調整。
間磨消を施こす。 ～後期初頭

47-8 曲尾I・表採 深鉢 ・胴部 綾杉状文が施文、曽利系土器。 縄文中期末葉 外面煤付珀。

47-9 曲尾I・表採 深鉢 ・胴部 櫛による条線文、曽利系土器。 縄文中期後葉 内面煤付省。

曲尾I・表採
口辺部～ 口辺部に 1帯の隆起帯が横位に施こされ、胴部

縄文後期初頭47-10 深鉢・ 胴上部 幅の狭いLR縄文が施こされている。

47-11 曲尾I・表採 深鉢・口辺部
口辺部に 1帯の隆起帯が横位に施こされ、胴部

縄文後期初頭
縄文が施こされている。

47-12 曲尾I・表採 櫛による刺突文力浙§こされている。 縄文時代

fが＇ふ、.

4紐塁さJ

12 

゜
(I :3) 10cm 

第47図 曲尾 I造跡耕作土及び表採土器拓影図
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第 4節 周辺遺跡既出資料（第48-50図、図版二十四の3-5)

雨原A•B遺跡では、既出資料48- 1 ·2 が雨原 B遺跡で、表採されている。いずれも曽利系

土器で、 48-1は微隆起の懸垂文で区画、中に縦条線文が施され、 48-2は綾杉文が施文されて

いる。以上のことから縄文時代中期後葉の遺跡の存在する可能性が強い。また、 49一 33・34の須

恵器が出土しており、 49-33は提瓶と思われ、奈良～平安時代の山地・高地集落の性格を知る上

で貴重な遺跡になると思われる。

木戸平遺跡において、 48-5·23、 50—46が表採された。 48-5 は隆起の懸垂文で区画、中に

羽状条線が施文されており、曽利系土器と考えられる。 48一 23はLR縄文を地文とし、凹線によ

って区画、磨消し縄文が施されており、加曽利 E 系の土器であり、 50—46は石質玄武岩の打製石

斧で短冊形を呈する。

吹付遺跡において、 50-42~45の打製石斧が表採された。形態としては短冊形と撥形の 2形態

が出土しており、玄武岩の薄く剥れた自然面を利用し、側辺と刃面を剥離調整したものが主であ

るが50—45の表面は前面剥離が施されている。

鶉尾根遺跡において、 48-11 • 2 1 ·22 、 50—47が表採された。 48ー11は口縁部省略化傾向にあ

り、 1条の横線を有し、胴部LR縄文が施文、縄文時代中期終末～後期初頭のものと考えられる。

48-21 は LR縄文を地文とし、凹線によって区画、磨消し縄文が施されている。 50—47は石質玄

武岩の打製石斧で撥形を呈し、着装部側辺僅かに扶り有する。以上のことから縄文時代中期後葉

～後期初頭の遺構の存在する可能性が強い。

仙太郎遺跡において、 48一 24が表採され、 LR縄文を地文とし、沈線で区画されており、縄文

時代中期後葉以降の土器片である。

曲尾遺跡からは、縄文時代中期後葉において加曽利E系土器48-4・6・8・ 17・18と曽利系

上器48-3• 7• 9• 10 • 13・14・16等が出土している。また、 48-20は単位の細かい縄文が施

され、内面丁寧なナデが施されており、小片ではあるが後期初頭にあたる称名寺式土器の可能性

もある。縄文時代後期の特徴である、粗製土器深鉢48-25・26・27と精製土器49-29が出土し、

49一 29は炭素吸着による黒色仕上げ、底部に綱代圧痕が観察でき、堀ノ内式土器である。また、

49一 28も縄文を地文に三条の沈線と列点文を有し、堀ノ内式土器の可能性が強い。尚、石器にお ‘

いては定角式磨製石斧50一 35・36と石質玄武岩の打製石斧50-38~41が表採されている。 打製石

斧の形態は短冊形と撥形の 2形態であり、傾向としては自然面を利用し側辺、刃面のみ剥離調整

を施し、着装部側辺は僅かに扶られ、細かく剥離を行っていることが認められる。以上のことか

ら曲尾遺跡は縄文時代中期後葉～後期にかけ、間断はあったものの長い間生活地帯であったこと
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第49図 周辺迫跡既出土器拓影図（曲尾29-32、雨原 B33-34) <その 2〉

第9表 周辺迫跡、既出土器拓影図観察表

悶賢遺跡名 器種 ・部位 文 様 時 期 備 考

48-1 雨原B 深鉢・胴部
微隆起の懸垂文で区画、中に縦粂線文が施こされる。

縄文中期後葉曽利系土器。

48-2 雨原B 綾杉文が施文、曽利系土器。 縄文中期後葉

48-3 曲尾A
深鉢、 口辺部凹帯を有し、沈線で区画、胴部文様は斜行条

縄文中期後葉頸部～口辺部 線文が施文。曽利系土器。

深鉢雷、（キャリ 巻微L縁楕降R縄起部円）波文とに状凹をよ地線口っ縁文にてよとと区考るし割懸たえ、磨楕垂消円文縄ので文区中。L口R辺縄利中部文に残陥L起すR縄文。器胴文（部渦。
曲尾I遺跡 DJ鉢号内の

48-4 曲尾A ノf-) 縄文中期後葉 キャリパー形深 と同
口辺 ～頸部 口 られる。胃泊 E系土 。 時期と考えられる。

48-5 木戸平 深鉢、胴部
隆起の懸垂文で区画、中に羽状粂線施文。

縄文中期後葉曽利系土器。

L縁、R胴縄部部波文微状を隆地口起縁文のとと懸考し垂たえ文磨らで消れ区縄る画。文、 口縁部縄微隆文起残器すを有48-6 曲尾 深鉢、胴部 し 箪加にLR 。 縄文中期終末
口 曽利E系土 。

深鉢靡 （カポチ 渦巻文と沈線によって区画、中に斜行条線が施文さ48-7 曲尾A
頸ャ ） ～胴上部 れる。曽利系土器。

縄文中期後葉

48-8 曲尾 深鉢、口辺部
LR縄文を地文とした磨消縄文。隆起文によって区

縄文中期後葉画、中にLR縄文残す。加曽利E系土器。

48-9 曲尾 深鉢、口辺部
口縁部省略化が観察でき、綾杉状文が施文されたと

縄文中期終末考えられる。曽利系土器。

48-10 曲尾A 深鉢、口辺部
口縁部省略化が観察でき、微隆起文と凹線によって 縄文中期後葉
区画、中に縄文なし。曽利系土器？ ～終末

48-11 鶉尾根 深鉢、口辺部
口縁部省略化が観察でき、 一条の横線を有し、胴部

縄文中期終末LR縄文が施文。加曽利E系土器。

48-12 曲尾A 縦粂線文が施文。

48-13 曲尾 深鉢、胴部 綾杉状文が施文。曽利系土器。 縄文中期終末

48-14 曲尾 深鉢、口辺部
楕円文の凹線によって区画、中に僅かに縦粂線が観

縄文中期終末察できる。 曽利系土器。

48-15 曲尾A 渦巻文が施文。

48-16 曲尾 深鉢、胴部
垂下する凹線によって区画、中に斜行条線文が施文。

縄文中期後葉曽利系土器。

48-17 曲尾 深鉢、胴部
LR縄文を地文と し、沈線によって区画される。

縄文中期終末加曽利E系土器。
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48-18 曲尾 深鉢
LR縄文を地文にし、微隆起によって区画される。

縄文中期終末
加曽利E系土器。

48-19 曲尾 深鉢、口辺部
一帯のLR縄文を地文に、口辺部一条の横線が施こ 縄～糸文冬オ中ミ期後葉
されている。

単位の細かい縄文が施こされ、内面丁寧になでられ 縄文中期終末 西片称ヶ上名第 1号住器破炉内
48-20 曲尾 深鉢 より 寺式土

ている。称名寺系土器とも考えられる。 ～後期初頭 片出土。

48-21 狛尾根 深鉢
LR縄文を地文とし、凹線によって区画。

縄文中期後葉
加曽利系土器。

48-22 狛尾根

48-23 木戸平 LR縄文を地文とし、 凹線によって区画。

48-24 仙太郎 LR縄文を地文とし、沈線によって区画。

48-25 曲尾A 深器鉢）、口（粗辺製部土 口辺部、一粂の凸帯ときざみ目を有す。堀ノ内系土器。 縄文後期

48-26 曲尾B 深器鉢）、口（粗辺部製土 口辺部、一粂の凸帯ときざみ目を有す。堀ノ内系土器。 縄文後期

48-27 曲尾 深器鉢）、口（粗辺部製土 口辺部、一条の凸帯を有す。堀ノ内系土器。 縄文後期

48-28 曲尾A
縄文器を地文に、 二条の凹線と列点を有す。堀ノ内系
土。 縄文後期

49-29 曲尾A
深鉢（精製土 炭素吸着による黒色仕上げ、底部綱代圧痕観察でき

縄文後期
器）底部 る。堀ノ内式土器。

49-30 曲尾 深鉢、底部 底部網代圧痕観察できる。 縄文時代

49-31 曲尾A 壺、胴上部 外調面整。、箆弥生に土よ器る横。走直線文と山形文。内面、刷毛目 弥生中期 山麓地帯よりの表採。

49-32 曲尾A 甕（壺）
叩き整形が行なわれ、外面平行文様、内面同心円状 奈良～平安時 兵士山遺跡にて住居址

の文様。 代 1棟検出。（高地集落）

49-33 雨原 提瓶？
叩き整形が行なわれ、外面カキ目痕。 内面同心円 奈良～平安時 同上。

状の文様。 代 高地集落の可能性有す。

49-34 雨原 甕（壺）
叩き整様形が行なわれ、外面平行文様。内面同心円状
の文 。

同上

第10表 周辺遺跡既出石器観察表

挿図
遺跡 器 種 石質

最大長 最大幅 最大Ir/. 重址
欠損状態 考

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 
備

50-35 曲尾 磨製石斧 チャート 〈73〉 〈3.9〉 〈I75〉 〈 808〉 刃部欠 定角式磨製石斧、行装部粗面を残す。

50-36 曲尾 磨製石斧 緑晶 〈5.4〉 〈35〉 〈20〉 〈 711〉 刃部欠 定角式磨製石斧、筍装部粗面を残す。

50-37 曲尾 打製石斧 玄武岩 〈7.0〉 〈64〉 〈1.5〉 〈 98.7〉 刃部残存 刃部円刃、磨滅が認められる。

50→ 38 曲尾 打製石斧 玄武岩 〈88〉 〈42〉 〈1.3〉 〈 78.1〉 刃部欠 短冊形を呈し、筍装部側辺僅かに袂り有す。

50-39 曲尼 打製石斧 玄武岩 〈129〉 〈76〉 2.8 〈220.9〉 刃部僅欠 撥が観形察を呈し、粁装部側辺細かく剥離。刃面、側刃部磨滅
できる。

50-40 曲尾 打製石斧 玄武岩 15 2 7 I I. 9 243i 完形 短冊面形使を呈し、刃部偏刃気味、行装部側辺細かく剥離。
刃 用痕有す。

50-41 曲尾 打製石斧 玄武岩 〈87〉 〈46〉 〈16〉 〈1122〉 碁刃端部部欠 短冊形を呈すと思われる。

50-42 吹付 打製石斧 玄武岩 13 7 5.8 1 9 〈1793〉 片欠基端部僅 短を冊有形を呈し磨、培滅装部側辺僅かに袂部煤り付有行す。刃面使用痕し、 f!!II辺 している。碁端 。

50-43 吹付 打製石斧 玄武岩 11 4 5.5 1 3 〈 904〉 片片碁刃部端部欠 撥装部形細を呈かしく剥、自離然、面側刃を部利磨用滅、9削が辺観、察刃で面きのるみ。両面加工、 舒

50-44 吹付 打製石斧 玄武岩 12.2 5. 9 2 1 185 7 完形 細短冊か形い剥を呈離、し、刃面刃部使用円痕刃、が着顕著装部。側辺（羞かに袂りを有し

50-45 吹付 打製石斧 玄武岩 12 7 6,8 1 8 192 5 完形 撥形を呈剥し、表刃部面直全面剥気離味、裏磨面滅自然が観面察を利用、 側辺、 刃
部のみ離。 刃 で、 できる。

50-46 木戸平 打製石斧 玄武岩 〈68〉 〈43〉 〈1.0〉 〈 400〉 基端部欠 短冊形を呈し、刃部円刃、刃面に僅かに使用痕有す。

50-47 粕尾根 打製石斧 玄武岩 9,6 5 0 I.I 〈 83.4〉 片刃部欠
撥形刃を呈し使、狩装部観側察辺僅かに袂り有す。刃部磨耗著し
く、 面に用痕 できる。

50-48 曲尾 石 皿 灰浴結岩i疑 底僅部残存～片縁

50-49 曲尾 石 皿 砂岩 内面に煤付着。
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が窺われる。尚、 49-31の弥生中期の壺胴上部破片から、香坂川上流にも弥生時代の遺構の存在

する可能性があり、注意していきたい。

さらに、ここでは図示し得なかったが、五斗代B遺跡発掘調査報告書によると、縄文時代前期

と思われる繊維を含む土器片が、仙太郎・木戸平A・鶉尾根・鶉尾根北遺跡より表採されており、

本調査においても曲尾 I遺跡より花積上層式土器が2片表採されていることから、縄文時代前期

の遺構の存在する可能性も非常に高い。また、昭和54年度兵士山遺跡調査により、灰釉陶器を伴

う平安時代の住居址が1棟検出されており、昭和55年度五斗代B遺跡調査により、礫群から縄文

時代早期押型文土器片 2点、縄文時代前期（木島式、花積下層式、黒浜式、諸磯A・B・C期）、縄

文時代中期（勝坂式）、縄文時代後期の土器が出土している。

これらの遺跡は山脚上の緩斜面をもった小平坦面に形成され、香坂一帯は縄文時代の密集する

地帯であり、幸か不幸か関越自動車道に伴う開発により、佐久地方における縄文時代が徐々に解

明されていくものと思われる。 （羽毛田伸）
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第IX章 調査のまとめ

今回、淡淵・屋敷前・西片ケ上・曲尾III • 曲尾 I遺跡において検出された遺構 ・遺物の詳細は

前述した。検出された遺構は、屋敷前遺跡で土坑6基、西片ケ上遺跡で敷石住居址 1棟、土坑 7

基、溝状遺構2基、曲尾III遺跡で竪穴住居址1棟、土坑9基、礫群1基、曲尾 I遺跡で竪穴状遺

構 1基、土坑8基である。

一方、出土遺物には、縄文土器・土師器・須恵器・陶器 ・石器がある。

以下、今回の調査において検出された遺構 ・遺物を中心としてまとめを行っていきたい。

淡淵遺跡は、香坂ダムの北岸、緩やかな南傾斜の崖推堆積地形上に位置しているが、前述した

ように調査対象地には遺構の存在がなく、試掘調査地域より北方の台地に遺跡は存在するのでは

ないかと予想される。

屋敷前遺跡からは、土坑が6基検出されているが、第3号土坑が奥小卜！桑を抜根する際の名残り

の土坑、第4号土坑は現代のぽや炭を作った土坑、第6号土坑が風倒木の痕跡ということが判明

したが、残りの土坑の所産期・性格などは不明であった。遺物も縄文土器数片と石器 ・陶器と数

少なく、調査対象地には集落跡の痕跡はまった＜窺えなかった。おそらく淡淵遺跡と同様、北方

の現在の集落付近に遺跡が存在するものと思われる。

西片ケ上遺跡からは、敷石住居址（縄文時代後期初頭）が 1棟検出された。南方に張り出し部

をもつ柄鏡形の形態を呈している。出土遺物は加曽利E系の系譜をひく深鉢、準三十稲葉式土器

といえる壺形土器に近い深鉢、称名寺式の土器片、石鏃2点、横刃型石器、凹石、打製石斧、敲

石が出土しており、総体的には量が少ない。敷石住居址の性格として住居址か非住居址かという

問題があるが、本住居址の場合、祭祀的遺物が出土していなく、 また、炉も使用されていたこと

が判明しているため、住居址としての機能を有していたことが強いと思われるが、遺物の出土量

が少なく、速断は避けたい。

佐久地方において見られる敷石住居址は、長野県埋蔵文化財センターが資料集成した『塩尻市

御堂垣外遺跡敷石住居址をめぐって』によると望月町極楽寺遺跡 l棟、同町下吹上遺跡 1棟、浅

科村舟久保遺跡 1棟、御代田町上藤塚遺跡1棟、同村面替遺跡1棟、同村宮平遺跡6棟、軽井沢町茂

沢南石堂遺跡8棟、小諸市寺ノ浦遺跡 1棟、同市郷土遺跡 3棟、同市加増遺跡 2棟、同市下笹沢

遺跡 1棟、同市石神遺跡 1棟、同市久保田遺跡6棟、佐久市中村遺跡 3棟、佐久町館遺跡 1棟、

同町宮の本遺跡 1棟と本遺跡の 1棟を加えて合計39棟発見されている。 これらの敷石住居址を時
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期別にみると加曽利E式期 2棟、 中期末から後期初頭8棟（曽利IV2棟、曽利IV~V1棟、曽利

Vl棟、加曽利EIV1棟、中期末 1棟、加曽利EIV~称名寺 l棟、称名寺 1棟）、堀ノ内式期12棟

（堀ノ内II2棟）、加曽利B式期3棟、その他、後期5棟、不明 9棟となっている。このことから、

佐久地方の敷石住居址の推移は、中期末から後期初頭に増加し、後期の堀ノ内式期に盛行が見ら

れ、加曽利B式期において衰退していることが窺える。これは、敷石住居址の初源期は不明であ

るが山本暉久氏の言われている所とほぽ合致している。本住居址と同様な柄鏡形敷石住居址は、

茂沢南石堂遺跡4棟、郷土遺跡2棟、加増遺跡 2棟、久保田遺跡3棟の計13棟（本遺跡も含めて）

と敷石住居址検出数に比しては少ないと言える。時期別にみると、加曽利E式期 1棟、中期末か

ら後期初頭3棟（加曽利EIV~称名寺 1棟、中期末 1棟、称名寺 l棟）、堀ノ内式期 5棟、その他、

後期 3棟、不明 1棟である。柄鏡形敷石住居址においても、敷石住居址の推移と同様に中期末か

ら後期初頭に多くみられ、堀ノ内式期が5棟と最も多い。これは、山本暉久氏 (1982)が言われ

ている、中期末から後期初頭に典型的な柄鏡形住居址が成立した時期として第II期としてとらえ、

堀ノ内式併行期に発展を遂げている（第III期）としている考え方にほぼ合致している。

以上、西片ケ上遺跡からは敷石住居址が 1棟しか検出されなかったが、これは道路幅という限

られた範囲での調査であったためで、周辺にはさらに敷石住居址が存在するものと思われる。

曲尾III遺跡からは、平安時代の住居址が 1棟検出されている。住居址はかなり角度のある南傾

斜面に構築されており、とても立地の良い所とはいえない。規模は東西340cm、南北350cmを測り、

平安時代では中型の小さい方といえる。ピットは計7個検出されているが、主柱穴と思われるピ

ットは検出されなかった。カマドは北壁の中央付近に溶結覇灰岩を使用した石組のカマドでかな

りしっかりしたものがあり、遺物は土師器の甕と坪が出土しており、須恵器・灰釉陶器の出土は

みられなかった。この住居址の所産期を決定した土器は、「コ」の字状を呈した武蔵系の薄手長胴

甕の存在からであるが、須恵器の伴出がなかったことは興味あることといえる。本住居址が存在

する地点の標高は879mで付近の地形からも稲作による生活はできなかったものと思われる。香坂

東地において発掘調査された遺跡で平安時代の住居址が検出されているのは、さらに山へ入った

標高970mを測る兵士山遺跡で東西560cm、南北560cmの大型の規模を持つ住居址が 1棟検出されて

いる。また、昭和61年度、佐久市教育委員会が発掘調査した下茂内遺跡群茂内□遺跡においても、

平安時代の住居址3棟、掘立柱建物址3棟等が検出されており、標高は880~950mを測る。周辺

遺跡においては、淡淵 ・屋敷前・西称ぶた ・東称ぶた・城のロ・裏林 ・小屋場・東山神・東林・.

鶉尾根北・ 仙太郎・木戸平A・東木戸平A・東木戸平B・雨原A・雨原B遺跡から平安時代の遺

物が採集されており、香坂東地の山間部に該期の集落が多く営なまれていたことが窺える。昭和

58年に報告した川上村横尾遺跡において山地・高地集落を集成・分析したことがあるが、本住居

址もその一つと考えられ、律令制が崩壊し中世村落が次第に形成された時期に盛んに山地へ進出
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した痕跡と考えられる。香坂川に沿ってその上流に向う山道は矢川峠にぶつかる、それから東は

群馬県下仁田町で、第II章遺跡の環境で述べているように中山道の裏道として江戸時代から明治

頃まで日影新道として盛えたことがわかっている。平安時代においても、この道は上小卜1との交流

の要路として盛んに使われた可能性が十分にあり、本住居址もその峠道に関係した遺構かもしれ

ない。また、香坂東地に多数存在する遺跡は、本遺跡・兵士山・下茂内遺跡などから類推するに

大規模な集落址としてではなく、小規模な住居址群として存在したと思われるが、しかし、この

19遺跡という多数の遺跡から山地の開拓が平安時代に盛んに行なわれ、山村としての観を呈して

いたのではないかと推測する。

曲尾III遺跡からは、縄文時代中期後半加曽利EIII期の土坑墓（第 1号土坑）が検出されている。

この第 1号土坑が存在する位置は、発掘調査区でも北方の台地上にあり、その北方からは、多菫

の縄文前期から後期の土器・石器が表採されている。また、耕作の際、扁平な溶結凝灰岩が多量

に掘り起こされた場所があり 、敷石住居址も確実にあったことが知られている。

第1号土坑のように土坑内から完形に近い土器が埋められて検出された例は、望月町竹之城原

遺跡第5号土坑に見られ、規模はl.9 X 1.35mの楕円形を呈し、両把手付の樽形土器がほぼ完形

で北側にやや傾いた状態で出土しており、時期は中期末葉の曽利V式としている。佐久地方で今

後同様な資料の増加を待って分析していきたい。他の土坑は、風倒木の痕跡や時期 ・性格の不明

なものが多く、以上のことから、遺跡の中心は北方の台地上にあるものと考えられる。

以上、香坂東地の一連の発掘調査遺跡をまとめてきたわけであるが、今回の調査により、 佐久市

の縄文時代の一端が明らかにされたことは意義深いことと思われ、また、平安時代の山地・高地

集落の資料が増加したことは、今後、平安時代における山地開発の手がかりを知る上で貴重な資

料となると思われる。 （高村）
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後 記

今回、佐久建設事務所・佐久市土木課が行う長野県佐久市県道香坂中込線バイパス改良工事事

業（高速道関連工事専用道路）の計画がなされ、これに伴う緊急発掘調査を行うことになりまし

た。

本調査に関して、調査各段階において御配慮をいただいた佐久市教育委員会、地元中島区長さ

んをはじめ、区民の皆様方の深い御理解と御援助によって調査を充実したものにすることが出来

たことを心から御礼申しあげます。また、秋の収穫期の多忙のなかを、現地調査に続いて整理調

査にと参加してくださった協力者の皆様の熱意と、調査各段階において諸鑑定及び御意見をいた

だいた長野県埋蔵文化財センター・地元研究者各位のご指導とご協力により、ここに報告書を発

行できることを改めて感謝の意を表する次第です。

香坂の谷は渓谷ではありますが、香坂東区地籍には縄文時代の遺跡を中心に平安時代に至る埋

蔵文化財の遺跡が濃密に分布し、重要な遺跡分布地帯であります。

本調査は、高速道路関連工事専用道路の幅員lQmで限られた区間遺跡の南西部の端、ほんの一

部分であり、調査対象面積も小さいため確認された遺構・遺物の数は思ったより少なかったが、

その成果は、佐久市地域では初検出の柄鏡形敷石住居址の検出、それに伴う準三十稲葉式土器と

いえる深鉢土器 ・称名寺式土器の破片等の検出など重要な資料を得ることが出来、佐久市地域内

に於ける縄文時代の一端が明らかにされたことは意義深いことであります。また、平安時代の山

地・高地集落の資料も増加し、香坂の谷における古代延喜式以前よりの古道の推測と共に、今後

平安時代における山地開発の手がかりを知る上で貴重な資料を得たと思います。

今後とも更に各位のご指導を賜わり、本報告書を総合研究調査の足掛りとしたい所存です。

（黒岩）
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第 1号住居址 （南方より ）
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第 1号住居址 （西方より）
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2 第 1号住居址炉址掘り方 （南方より）

4 第 1号住居址P, (南方より）

, .,. 

辛楚-- - -—. 
第1号住居址炉址と P,(南方より）

··•='' ~-. __ , 叶·, "—

5 第 1号住居址掘り方 （南方より）



1 第 1号土坑 （南方より）

3 第 3号土坑 （西方より ）

5 第5号土坑 （南方より ）
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2 第2号土坑 （南方より）

4 第4号土坑 （南方より）

6 第6号土坑 （南方より）

7 第7号土坑 （南方より ） 8 第8・9号土坑 （西方より）



図
版
十
八

礫群 （東南より ）

2 礫群（南方より ） 礫群 （東方より ）

5 発掘調査スナップ



38-1 

1 第 1号住居址出土土器

38-2 

2 第1号住居址出土土器

3 第 1号住居址出土土器
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6 第 1号住居址出土土器

38-8 

7 第1号住居址出土土器

38-9 

8 第 1号住居址出土土器

38-3 

38-10 

9 第 1号住居址出土土器

38-11 

38-4 10 第 1号住居址出土土器

4 第 1号住居址出土土器

38-6 38-12 

5 第1号住居址出土土器 11 第1号住居址出土土器
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曲尾 I遺跡遠景 （南方より ）

発掘調査区全景 （西方より ）
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第 1号土坑 （西方より ）
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第 2号土坑 （南方より ） 4

 
第 3号土坑 （南方より）

6
 

第 5号土坑 （南方より）

7
 
第6号土坑 （南方より） 8

 
第7・8号土坑 （南方より ）
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45-1 

第 1号土坑出土土器

46-1 

46-2 

46-3 46-4 

46-6 46-7 46-8 
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曲尾 I・III遺跡耕作土及ぴ表採石器
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46-10 

1. 2 曲尾 I・III遺跡耕作土及び表採石器

50-49 

3
 
周辺遺跡既出石器

50-37 

Q-00 lf---'40 50-41 

周辺遺跡既出石器

50-43 

50-46 

50-45 

周辺遺跡既出石器
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